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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】エネルギーシンク、つまり遷移を誘導するため
に放出される水素エネルギーと共鳴するエネルギーを取
り除く方法を提供する。
【解決手段】原子、イオン、分子、およびイオンや分子
の化合物を含む関与している種の間の、少なくとも１個
の電子の伝達によって、エネルギーシンク、エネルギー
孔を供給できる。１つの実施例では、エネルギー孔は、
１つ以上のドナー種から１つ以上のアクセプタ種へのt
電子の移動から成り、これによって、電子ドナー種のイ
オン化エネルギーおよび／または電子親和度の合計から
、電子アクセプタ種のイオン化エネルギーおよび／また
は電子親和度の合計を引いたものは、原子（分子）水素
の「基底状態」未満への遷移では、およそｍ×27.21eV
（ｍ×48.6eV）に等しい（mとtは整数）。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
真空又は大気圧より大きな圧力を持つことが可能な第1の容器；
　水素原子の、n＝1（ここで、nは前記自由水素原子中の電子のエネルギー状態である。
）より低いエネルギー状態への遷移に触媒作用を及ぼすための気体の遷移触媒を形成する
ための有効量の物質；
　気相の水素原子の源；
　前記気体の遷移触媒を前記物質から形成するための手段；及び
　前記水素原子がn＝1より低いエネルギー状態へと遷移し、そしてエネルギーを放出する
条件下で、前記気体の遷移触媒を前記容器内にて前記水素原子と接触させるための手段；
を有することを特徴とするセル。
【請求項２】
前記気体の遷移触媒は、前記水素原子がより低いエネルギー状態へと遷移するときに、前
記水素原子から約27eVの複数倍を吸収するように適合されることを特徴とする請求項１の
セル。
【請求項３】
前記気体の遷移触媒は、前記水素原子がより低いエネルギー状態へと遷移するときに、前
記水素原子によって放出されたエネルギーに閲し共鳴吸収をなすように適合されることを
特徴とする請求項１のセル。
【請求項４】
前記水素原子の源は、水素含有ガスと、前記水素含有ガスを解離するための手段とを含む
ことを特徴とする請求項１のセル。
【請求項５】
前記水素原子の源は、熱いフィラメントと水素含有ガス流、熱い格子と水素含有ガス流、
電子衝撃により1800～2000Kに加熱されるタングステン毛細管と水素含有ガス流、非平衡
状態下に維持された水素化物、及び帰納的に結合されたプラズマ流動管と水素含有ガス流
、の少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項４のセル。
【請求項６】
前記水素原子の源は、水素含有ガス流と、前記水素含有ガス流を自由水素原子に解離する
ための第２の触媒とを含むことを特徴とする請求項１のセル。
【請求項７】
前記水素解離触媒は、遷移元素の群から選択される少なくとも一つの元素、ランタニド、
及び活性炭を含むことを特徴とする請求項６のセル。
【請求項８】
更に、前記遷移をなす前記水素原子からエネルギーを吸収するための手段を有することを
特徴とする請求項１のセル。
【請求項９】
更に、n＝１より低いエネルギー状態を有する分子水素を除去するための手段を有するこ
とを特徴とする請求項１のセル。
【請求項１０】
更に、前記物質を収容するための舟形（ボート）又は第２の容器と、前記舟形又は第２の
容器を前記第１の容器に接続するための手段とを有することを特徴とする請求項１のセル
。
【請求項１１】
前記舟形又は第２の容器は、更に、そこに収容された前記物質を加熱するための手段を有
することを特徴とする請求項１０のセル。
【請求項１２】
前記気体の遷移触媒は、水素還元に抗するイオン化合物である請求項１のセル。
【請求項１３】
前記物質は、加熱されたとき昇華、沸騰又は揮発するように適合されることを特徴とする
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請求項１のセル。
【請求項１４】
前記物質は、ルビジウム又はカリウムの塩を含むことを特徴とする請求項１のセル。
【請求項１５】
前記物質は、
　RbF, RbCl, RbBr, Rbl, Rb2S2, RbOH, Rb2SO4, Rb2CO3,及びR b3P04から成る群から選
択されるルビジウムの塩を含むことを特徴とする請求項１のセル。
【請求項１６】
前記物質は、
　　KF,　KCl, KBr．KI, K2S2, KOH, K2S04, K2CO3, K2PO4及びK2GeF4から成る群から選
択されるカリウムの塩を含むことを特徴とする請求項１のセル。
【請求項１７】
前記物質は、前記物質が加熱されたとき、（Rb+）、（M02+）、及び(Ti2+)から成る群よ
り選択された陽イオンの0より大きい蒸気圧を提供するように適合されることを特徴とす
る請求項１のセル。
【請求項１８】
前記物質は、前記物質が加熱されたとき、０より大きい蒸気圧を有する対の陽イオンを提
供するように適合され、
　前記対の陽イオンは、　（Sn4+，Si4+）、(Pr3+, Ca2+)、（Sr2+,Cr2+）,（Cr3+,Tb3+

）,（Sb3+,Co2+）,（Bi3+,Ni2+）,（Pd2+,In+）,（La3+,Dy3+）,（La3+,Ho3+）, (K+,K+)
,（V3+,Pd2+）, （Lu3+,Zn2+）, （As3+,　Ho3+）, （Mo5+,Sn4+）,（Sb3+,Cd2+）,（Ag2
+,Ag+）,（La3+,Er3+）,（V4+,B3+）,（Fe3+,Ti3+）,（Co2+,Ti+）,（Bi3+,Zn2+）,　(As
3+,Dy3+), (Ho3+,Mg2+), (K+,Rb+), (Cr3+,Pr3+), (Sr2+,Fe2+), (Ni2+,Cu+), (Sr2+,Mo2
+), (Y3+,Zr4+), (Cd2+,Ba2+), (Ho3+,Pb2+), (Pd2+,Li+),  (Eu3+,Mg2+), (Er3+,Mg2+),
 (Bi4+,Al3+), (Ca2+,Sm3+), (V3+,La3+), (Gd3+,Cr2+), (Mn2+,Ti+), (Yb3+,Fe2+),  (N
i2+,Ag+), (Zn2+,Yb2+), (Se4+,Sn4+), (Sb3+,Bi2+),及び(Eu3+,Pb2+)
から成る群から選択されることを特徴とする請求項１のセル。
【請求項１９】
前記物質は、イオンへと蒸発或いは揮発され得る塩を含むことを特徴とする請求項１のセ
ル。
【請求項２０】
前記塩は、一つ以上の陽イオンと、ハロゲン化物、硫酸塩、燐酸塩、炭酸塩、水酸化物、
及び硫化物から成る群から選択される少なくとも一つの陰イオンとを含むことを特徴とす
る請求項１９のセル。
【請求項２１】
前記物質から前記気体の遷移触媒を形成するための前記手段は、熱、電子ビームエネルギ
ー、光子エネルギー、音エネルギー、電場、又は磁場、の少なくとも一つを含むことを特
徴とする請求項１のセル。
【請求項２２】
前記物質は、気体の原子を提供するべく適合され、前記遷移触媒を形成するための手段は
、更に、前記気体の遷移触媒を形成するために前記気体の原子をイオン化するための手段
を有することを特徴とする請求項１のセル。
【請求項２３】
更に、前記物質を加熱するための手段を有し、前記物質は、前記物質が加熱されたとき気
体の原子を提供するように適合され、そして前記遷移触媒を形成するための手段は、前記
気体の原子をイオン化するための手段を有することを特徴とする請求項１のセル。
【請求項２４】
前記物質は、活性時に前記気体の遷移触媒を形成するフィラメントを含むことを特徴とす
る請求項１のセル。
【請求項２５】
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前記気体の遷移触媒を形成するための手段は、フィラメントを有し、そして前記物質は、
前記フィラメントの上にコーティングされることを特徴とする請求項１のセル。
【請求項２６】
前記物質は、加熱されたとき気体の原子を提供するように適合され、そして前記遷移触媒
を形成するための手段は、前記気体の原子をイオン化するための手段を有することを特徴
とする請求項１１のセル。
【請求項２７】
前記物質は、イオンに蒸発或いは揮発され得る塩を含むことを特徴とする請求項１０のセ
ル。
【請求項２８】
更に、非反応的な気体を含み、出力は、前記非反応的な気体の量を制御することによって
制御されることを特徴とする請求項１のセル。
【請求項２９】
前記水素原子の源は、炭化水素又は水を熱分解するための手段を含むことを特徴とする請
求項１のセル。
【請求項３０】
前記セルは、内燃機関シリンダを有することを特徴とする請求項２９のセル。
【請求項３１】
更に、前記セルの出力を制御するための手段を有し、前記出力制御手段は、前記気体の遷
移触媒又は前記水素原子の量を制御するための手段を有することを特徴とする請求項１の
セル。
【請求項３２】
前記気体の遷移触媒の量を制御するための前記手段は、前記セルの温度を制御するための
手段を有し、前記物質は、前記セルの温度に依存した蒸気圧を有するように適合されるこ
とを特徴とする請求項３１のセル。
【請求項３３】
更に、前記セルの出力を制御するための手頃を有し、前記出力制御手段は、前記舟形又は
第２の容器内の温度を制御するための手段を有し、前記物質は、前記舟形又は第２の容器
の温度に依存した蒸気圧を有するように適合されることを特徴とする請求項１０のセル。
【請求項３４】
前記水素原子の量は、前記水素原子の源からの水素原子の流れを制御することによって制
御されることを特徴とする請求項３１のセル。
【請求項３５】
更に、前記セルの出力を制御するための手段を有し、前記出力制御手段は、前記熱いフィ
ラメント、電子衝撃により加熱される前記タングステン毛細管、或いは、前記帰納的に結
合されたプラズマ流動管の、少なくとも一つを通る前記水素含有ガスの流れを制御するた
めの手段か、
　前記帰納的に結合されたプラズマ流動管にて放散される出力を制御するための手段か、
　前記熱いフィラメント、或いは電子衝撃により加熱されるタングステン毛細管の温度を
制御するための手段か、又は、
　水素の圧力及び非平衡状態下に維持された前記水素化物の温度を制御するための手段、
を有することを特徴とする請求項５のセル。
【請求項３６】
更に、前記セルの出力を制御するための手段を有し、前記出力制御手段は、前記放出され
たエネルギーの量をモニターするための手段を有することを特徴とする請求項１のセル。
【請求項３７】
更に、前記セルの出力を制御するための手段を有し、前記出力制御手段は、サーミスタ、
スペクトロメーター、又はガスクロマトグラフの少なくとも一つをモニターする電算化さ
れたモニタリングと制御システムを有することを特徴とする請求項１のセル。
【請求項３８】



(5) JP 2008-201671 A 2008.9.4

10

20

30

40

50

水素原子からエネルギーを抽出する方法であって、
　物質を揮発させ、気体の遷移触媒を形成する工程；
　水素原子を提供する工程；及び
　前記気体の遷移触媒を、前記水素原子がn＝1より低いエネルギー状態へと遷移し、そし
てエネルギーが前記水素原子から放出される条件下で、前記水素原子と接触させる工程、
ここで、nは、自由水素原子中の電子のエネルギー状態であり、そして前記気体の遷移触
媒は、n＝1より低いエネルギー状態への水素の遷移に触媒作用を及ぼすための触媒である
；
の各工程を有することを特徴とするエネルギー抽出方法。
【請求項３９】
前記水素原子を提供する工程は、水素含有ガスを水素原子に解離するための工程を含むこ
とを特徴とする請求項３８の方法。
【請求項４０】
前記水素原子を提供する工程は、熱いフィラメント上を通過させて水素含有ガスを流動さ
せるか、熱い格子を通過させて水素含有ガスを流動させるか、電子衝撃により1800～2000
Kに加熱されるタングステン毛細管を通過して水素含有ガスを流動させるか、或いは、水
素化物を非平衡状態下に維持するか、又は帰納的に結合されたプラズマ流動管を通過して
水素含有ガスを流動さ凍るか、の少なくとも一つを行うことを特徴とする請求項３８の方
法。
【請求項４１】
前記水素原子を提供する工程は、水素含有ガスを、前記水素含有ガス流を自由水素原子に
解離するための第２の触媒と接触させることを含む請求項３８の方法。
【請求項４２】
前記気体の遷移触媒は、前記水素原子がより低いエネルギー状態へと遷移するときに、前
記水素から約27eVの複数倍を吸収することを特徴とする請求項３８の方法。
【請求項４３】
前記気体の遷移触媒は、前記水素原子がより低いエネルギー状態へと遷移するときに、前
記水素原子によって放出されたエネルギーに関し共鳴吸収をなすように適合されることを
特徴とする請求項３８の方法。
【請求項４４】
更に、真空又は大気圧より大きな圧力を持つことが可能な容器を備えたセル内にて前記方
法を実施する各工程を有することを特徴とする請求項３８の方法。
【請求項４５】
更に、前記セルの出力を制御する工程を有することを特徴とする請求項3３８の方法。
【請求項４６】
前記セルの出力を制御する前記工程は、前記セルへの水素原子の流れを制御することを含
むことを特徴とする請求項４５の方法。
【請求項４７】
更に、前記放出されたエネルギーを吸収する工程を有することを特徴とする請求項３８の
方法。
【請求項４８】
更に、n＝1より低いエネルギー状態を有する分子水素を除去する工程を有することを特徴
とする請求項３８の方法。
【請求項４９】
物質を揮発させ、気体の遷移触媒を形成する前記工程は、気体の原子を形成するために前
記物質を揮発させそして前記気体の原子をイオン化する工程を有することを特徴とする請
求項３８の方法。
【請求項５０】
分数量子エネルギー準位水素原子（hydrinos）の作製方法であって、
　物質を揮発させ、気体の遷移触媒を形成する工程；
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水素原子を形成する工程；及び
　前記気体の遷移触媒を、前記水素原子がn＝1より低いエネルギー状態へと遷移し、そし
てエネルギーが前記水素原子から放出され、それによって前記分数量子エネルギー準位水
素原子を形成する条件下で、前記水素原子と接触させる工程、ここで、nは、自由水素原
子中の電子のエネルギー状態であり、そして前記気体の遷移触媒は、n＝1より低いエネル
ギー状態への水素の遷移に触媒作用を及ぼすための触媒である；
の各工程を有することを特徴とする分数量子エネルギー準位水素原子の作製方法。
【請求項５１】
更に、前記分数量子エネルギー準位水素原子を集めそして浄化する工程を有することを特
徴とする請求項５０の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（発明の背景）
　この発明は、水素原子（分子）からエネルギーを放出するための方法と装置に関する。
その電子は、遷移触媒を供給することによって、より低エネルギー準位、および「基底状
態」より小さい半径（より小さい半直径および半短径）まで緩和するよう誘導される。こ
の遷移触媒は、エネルギーシンクとして、または放出された電子エネルギーと共鳴するエ
ネルギーを取り除き、新しい原子モデルに従って、これらの遷移を誘導する方法として機
能する。遷移触媒は、反応では消費されない。それは、水素からエネルギーを受け入れ、
周囲の環境にエネルギーを放出する。こうして、遷移触媒は起源状態に戻る。衝突を必要
とする過程は共通である。例えば、Ｈ２を形成する発熱性の化学反応Ｈ＋Ｈには、結合エ
ネルギー－Ｈ＋Ｈ＋Ｍ→Ｈ２＋Ｍを取り除くために第３の物体、Ｍとの衝突が必要である
。第３の物体は放熱反応からエネルギーを分布し、その結果、Ｈ２分子となりシステム温
度は上昇する。同様に、水素のｎ＝１状態から水素のｎ＝１／intger状態への遷移が、例
えばｎ＝１からｎ＝１／２へ共鳴する衝突を経て可能である。これらの場合、衝突の間電
子は、例えば、別の電子遷移または電子伝達反応と結合する。この反応は、水素原子（分
子）、共鳴するエネルギーシンクから取り除かれるべき正確な量のエネルギーを吸収する
。その結果、水素はより低エネルギー状態となりシステム温度は上昇する。これらの反応
をそれぞれ以下「収縮反応」（Shrinkage　reaction）と呼ぶ；各遷移を以下「収縮遷移
」（Shrinkage　transition）と呼ぶ；各エネルギーシンクつまり、各遷移に作用するよ
う放出される水素エネルギーと共鳴するエネルギーを取り除く方法を、以下「エネルギー
孔」（energy　hole）と呼ぶ。また、収縮遷移に作用し誘導するためにエネルギー孔によ
って取り除かれる電子エネルギーを、以下共鳴収縮エネルギー（resonance　shrinkage　
energy）と呼ぶ。「共鳴収縮エネルギー」に等しいエネルギーの吸熱性電子イオン化反応
の後で、自動的に再生される反応体イオンから成るエネルギー孔を、以下「電気触媒作用
イオン」（electrocatalytic ion）と呼ぶ。イオン化エネルギーの差が共鳴収縮エネルギ
ーに等しい２種の間の吸熱性電子伝達反応の後で、自動的に再生される２個の反応体から
成るエネルギー孔を、以下「電気触媒作用カップル」（electrocatalytic couple）と呼
ぶ。
【背景技術】
【０００２】
（関連技術に関する記述）
現存の原子モデルや理論では、説明できない観測済みの物理的な現象がある。例えばシュ
レーディンガー(E.Schrodinger)の水素原子の波動関数では、恒星間媒体や太陽の極紫外
放出スペクトルを説明することばできない。同時に、硝酸カリウム電解物を含む電解槽内
の、またはより低エネルギー水素原子と分子を生成する、硝酸カリウムを含む水素あふれ
出し(spillover)触媒を含む、気体エネルギーセル内の、水素からの異常熱放出現象を説
明することもできない。これが、この発明の一部である.このように、エネルギー生成と
物質の進歩は主として、制限された最適とは言い難い商業的応用が目的の、実験室での発
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見に限られてきた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明は、電解槽エネルギー反応装置、加圧気体エネルギー反応装置、および気体放
電エネルギー反応装置から成り、次を含む:水素源;個体、熔融、液体、および気体のエネ
ルギー孔の源の1つ;水素とエネルギー孔の源を含む容器で、その中で水素とエネルギー孔
の源が接触して収縮反応が起こる;および、(分子の)より低エネルギー水素を取り除き、
発熱性収縮反応が平衡になることを防ぐ方法。この発明は更に、収縮反応を綴り返す方法
と構造から成り、収縮した原子(分子)を生成することによって、新しい物質に高い熱安定
性などの新しい特性を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
（発明の概要）
　この発明は、「基底状態」未満の量子化された位置エネルギー準位まで緩和するよう電
子を誘導して、水素原子(分子)から熱エネルギーを放出する方法と装置から成る。この時
、電気化学反応体(電気触媒作用のイオン化カップル)を含む反応体は、電子伝達反応を起
こし、これらの遷移を誘導するために、水素原子(分子)からエネルギーを取り除く。また
、反応速度、つまりより低エネルギー水素の形成速度を高めることによって、出力を高め
る方法と装置から成る。この発明は更に、分子水素を解離し自由水素原子を供給する官能
基を持つ、水素あふれ出し触媒、多官能基物質を含む。自由水素原子は、可動の自由水素
原子を支持する官能基、およびエネルギー孔の源となり得る官能基にあふれ出す。エネル
ギー反応装置は、電解槽、加圧水素気体電池、および水素気体放電セルの1つを含む。望
ましい水素ガス加圧エネルギー反応装置は、以下を含む:容器;水素源;水素の圧力と容器
ヘの流れを調節する方法;分子水素を原子水素に解離する物質、および気相(gas　phase)
でエネルギー孔の源となり得る物質。気体のエネルギー孔の源は、気体エネルギー反応装
置の商い運転温度で昇華、沸騰、および／または揮発するものを含む。この気体エネルギ
ー反応装置内で、気相で収縮反応が起こる。　
【０００５】
　更にこの発明は、収縮反応を繰り返すための方法と装置を含む。この発明に従ってエネ
ルギーは放出され、高い熱安定性や低い反応度などの新しい特性を、収縮した原子と分子
に供給する。電子がより高エネルギー準位に励起される際、より低エネルギー状態の原子
と分子は、浮揚性がある気体、Sterlingエンジンかタービンなどのエンジン媒体、ヘリウ
ムの一般的な代替、および熱エネルギーなどのエネルギー吸収による冷却材などとして、
熱伝達、極低温の応用に役立つ。
【０００６】
（「基底状態」未満の水素原子の遷移）
　新しい原子理論が以下の文献で発表されており、ここに参照する:
Mills,R.,「正統原子力学の総括統一論(The Grand Unified Thory of Classical Quantum
 Mechanics)」,(1995), Technomic Pubilishing Company, Lancaster, PA providede by 
Hydro Catalysis Power Corporation, Great Valley Corporate Center,  Great Valley 
Parkway, Malvern, PA 19355; 「空間時間、力、物質、エネルギーの統一(The Unificait
on of Spacetime, the Forces, Matter, and Energy), Mills, R., Techonomic Publishi
ng company, Lancaster, PA, (1992); 「総括統一論(The Grand Unified Theory)」,Mill
s, R. and Farrel, J., Science Press, Ephrata, PA, (1990); Mills, R., Kneizys, S.
, Fusion Techology,210, (1991), pp.65-81; Mills, R., Good, W., Shaubach, R., 「D
ihydrino 分子同定(Dihydrino Molecule Identidicaiton)」,Fusion Techonology, 25,10
3(1994);Mills, R., Good.W.,「水素の分数量子エネルギー準位(Fractional Quantum Ene
rgy Levels of Hydrogen)」、Fushion Techology，Vol.28,No.4, November, (1995) pp.1
697-1719,および私の先の米国特許出願：タイトル「エネルギー／物質転換方法と構造(En
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ergy/Matter Conversion Methods and Structures)」、通し番号08/467,051、1995年６月
６日提出、一部継続出願、通し番号08/416,040、　1995年4月3日提出、一部継続出願、通
し番号08/107,357、1993年８月１６日提出、一部継続出願、通し番号08/075,102(Dkt.994
37)、1993年6月11日提出、一部継続出願、通し番号07/626,496、1990年１２月１２日提出
、一部継続出願、通し番号07/345,628、１９８９年４月２８日提出、一部継続出願、通し
番号07/341,733、1989年４月２１日提出。
【０００７】
（分数量子水素のエネルギー準位）
後述の「実験」の節にある数々の実験的観察によって、従来の「基底」（ｎ＝１）状態よ
り低エネルギーにある分数量子状態でも、原子水素は存在できるという結論が導かれる。
例えば、分数量子エネルギー準位水素原子(以下hydrinoと呼ぶ)の存在は、以下の理論に
説明を提供する:　LabovとBowyerによって観測された暗黒恒星間媒体の軟Ｘ線放出[S.Lab
ov and S. Bowyer,　「天文物理学ジャーナル(Astrophysica1 Journa1)」,371(1991)810]
、および太陽の軟X線放出[Thomas, R. J., Neupert, W., M.,「天文物理学ジャーナル増
刊号(Astrophysical Journal Supplement Series)」,Vol.91,(1994),pp.461-482; Malino
vsky, M., Heroux, L,「天文物理学ジャーナル(Astrophysical Journal)」,Vol.181,(197
3),.pp.1009‐1030;Noyes,R.,「太陽、我々の星(The sun, Our Star)」,Harvard Univesi
ty Press, Cambridgy Ma, (1982),p.172; Phillips, J.H.,「太陽の手引き書(Guide to t
he sun)」,Cambridge University Press, Cambridge, Great Britain, (1992),pp.118-11
9;120-121;144-145]
【０００８】
1885年にバルマー(J.J. Balmer)は、原子水素の放出スペクトルで観測されたいくつかの
線の周波数を、完全なる実証的類縁関係で表現できることを示した。後にリユードベリ(J
. R. Rydberg) がこの方法を発展させた。リユードベリは、全ての原子水素のスペクトル
線が、次の方程式で与えられることを示
した:　
　　　μ＝R(1/nf

2－1/ni
2)　　　　　　　　(1)

この時、Ｒ＝109,677cm-1、ｎｆ＝1,2,3・・・、ｎｉ＝2,3,4・・・、かつｎｉ＞ｎｆで
ある。１９１３年にボーア（Niels　Bohr）は、リュードベリの方程式と一致したエネル
ギー準位を与える原子水素理論を展開した。１９２６年に、シュレーディンガー（E.Schr
odinger）とハイゼンベルグ(W.Heisenberg)が別々に、水素原子の全く異なる理論に基づ
く恒等式を発展させた。
　　　　En=-e2/n28πε0αH＝13.598eV/n2　　　　(2a)
　　　　n＝1,2,3・・・　　　　　　　　　　　　　　(2b)
　この時、αHは水素原子（52.947pm）のボーア半径、ｅは電子電荷のマグニチュード、
およびＥ０は真空誘電率である。Millsの理論は、方程式（２ｂ）を方程式（２c）で置き
換えるべきだと予言する。
　　　　n=1,2,3,・・・及びn＝1/2,1/3,1/4・・・　　　　（2c）
量子数ｎ＝１は、水素原子の「基底」電子状態を記述するために慣例的に使用される。量
子力学の最近の進歩において、Mills[ Mills, R.,「正統量子力学の総括統一論(The　Gra
nd　Unified　Theory　of　Classical　Quantum Mechanics)」,(1995), Technomic Publi
shing Company, Lancaster, PA]は、n＝1状態は「純」光子遷移の「基底」状態であるこ
とを示した。（ｎ＝１状態は光子を吸収し電子の励起状態に成り得るが、光子を放出しよ
り低エネルギー電子状態に成り得ない）。しかし、基底状態からより低エネルギー状態へ
の電子遷移は、「共鳴衝突」メカニズムによって可能である。これらのより低エネルギー
状態は、分数量子数、ｎ＝１／integer を持つ。光子なしで起こる過程、および衝突を必
要とする過程は共通である。例えば、Ｈ２を形成するための発熱性化学反応Ｈ＋Ｈは、光
子の放出と共には起こらない。むしろ、結合エネルギーＨ＋Ｈ＋Ｍ→Ｈ２＋Ｍを取り除く
ために、反応には第３の物体、Ｍ、との衝突が必要である。第３の物体は、発熱反応から
エネルギーを分布し、その結果Ｈ２分子となりシステム温度は上昇する。同様に、水素の
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ｎ＝１状態および水素のｎ＝１／integer　状態は非放射だが、二つの非放射状態間の遷
移は、例えばｎ＝１からｎ＝１／２への共鳴衝突を経て可能である。これらの場合、衝突
の間電子は、水素原子から取り除かれるべき正確な量のエネルギーを吸収できる、別の電
子遷移つまり電子伝達反応、およびエネルギー孔と呼ばれる共鳴エネルギーシンクと結合
する。その結果、水素はより低エネルギー状態となり、システム温度は上昇する。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
【０００９】
　（水素原子の波動方程式の解）
最近、Mills[Mills,R.,「正統量子力学の統括統一論(The Grand Unificd Theory of Clas
sical Quantum Mcchanics)」,(1995),Technomic Pub1ishing Company, Lancastcr, PA]は
、第1の原理に基づく新しい原子理論を引き出して、一般的に量子力学として知られる研
究を発展させた。以下Millsの理論と呼ぶこの新しい理論は、マクスウェルの方程式、ニ
ュートンの法則、およびアインシュタインの-般/特殊相対性を統合する。この理論の主要
点は、全ての粒子(原子サイズと巨視的な粒子)は同じ物理的な法則に従うという点である
。ところが、シュレーディンガーは、境界状態を仮定した:ｒ→∞としてΨ→0、Millsの
理論境界状態はマクスウエルの方程式に由来する[Haus, H.A.,「点電荷からの放射線(On 
the radiation from point charges)」,American Journal of Physics,54,(1986),pp.112
6‐1129.]:
非放射状態では、電流密度関数は、光速で進行する波動と同期の空間時間フーリエ成分を
持ってはいけない。
【００１０】
　この境界状態の応用は、粒子、原子、分子、および最終的な分析での宇宙論などの物理
的なモデルを導く。閉形の数理的解法は、基本的な定数のみを含んでおり、物理的な量の
計算された値は実験的観察と一致する。更に、この理論は方程式(2b)を方程式(2c)で置き
換えるベきだと予言する。
　束縛電子は、電荷密度(質量密度)関数によって表わされる。この関数は、半径のデルタ
関数(ｆ(ｒ)＝δ(ｒ－ｒｎ))、2つの角関数(球体の調和関数)、および時間調和関数の生
成物である。従って、電子はスピンする二次元球体の面、以下電子軌道球体(elcctron or
bitsphere)と呼ぶもので、核からの指定された距離だけ束縛状態で存在できる。より明白
に言えば、軌道球体は可動電荷の二次元球体のシェルから成る。対応する軌道球体の電流
パターンは、相関的に直交した大円電流ループの無限の系列を含む。電流パターン(Mills
の図1.4[Mills,R.,「正統量子力学の総括統一論(The Grand Unified Theory of Classica
l Quantum Mechanics)」(1995),Technomic Publishing Company‐Lancaster PA])は、2つ
の直交大円電流ループの入れ子式回転の、2組の直交した無限の系列によって表面に発生
する。ここで、座標軸は2つの直交した大円と共に回転する。無限の系列の無限小の回転
はそれぞれ、先のそのような回転から生じた新しいＸ‐軸とＹ‐軸である２組の入れ子式
回転のそれぞれにとって、回転するＸ‐軸とＹ‐軸の回転の角合計は、弧度√２πになる
。電流パターンは、スピン量子数に対応する現象を発生させる。
【００１１】
　電子軌道球体のスピン運動を表わす全ての関数は、2つの関数から成る。1つの関数つま
りスピン関数は、軌道球体上で空間的に一定で、量子化された角速度でスピンし、スピン
角運動量を発生させる。もう1つの関数つまり変調関数は、空間的に一定であり得る。そ
の場合、軌道角運動量が皆無で、電子軌道球体の磁気モーメン卜は1ボーア磁子である。
または、変調関数は空間的に一定ではなく、その場合軌道角運動量がある。変調関数はま
た、量子化された角速度で回転する角速度の数値、許容軌道球体の半径、エネルギー、お
よび関連量はMillsによって計算される。
軌道球体半径は、電気および磁気のカに等しい求心カを設定することによって計算される
。
【００１２】
　軌道球体は、離散的な周波数の光子を捕獲する共鳴器空洞である。軌道球体の半径は、
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電磁エネルギーの吸収と共に増加する。軌道球体の共鳴器空洞で励起されるモードの、マ
クスウェル方程式の解は、４つの量子数を生じ、モードのエネルギーは、実験的に水素ス
ペクトルとして知られている。
電子プラス光子の電荷密度関数が、電気の双極子に対応する半径の二重項関数成分を持つ
ので、励起状態は不安定である。二重項は、光遠で進行する波動と同期の空間時間フーリ
エ成分を持つ；従って、これは放射性である。それぞれの数理的なｎ＝１／integer　状
態と同様、ｎ＝１の水素原子の主量子状態の電子プラス光子の電荷密度関数は、純粋に半
径のデルタ関数である。デルタ関数は、光速で進行する波動と同期の、空間時間フーリエ
成分を持たない;従って、これは非放射性である。
【００１３】
（触媒のより低エネルギー水素電子の遷移）
　「基底」(分数量子)未満のエネルギー状態の間の遷移を、励起状態(整数量子)のエネル
ギー状態の間の遷移と比較すると、前者は光子によって作用されないが、後者は作用され
ると認識できる。遷移は時間と対称である。Mills [Mills,R.,「正統量子力学の総括統一
論　(The Grand Unified Theory of Classical Quantum Mechanics)」,(1995),Technomic
 Pub1ishing Company, Lancater,PA]の非放射境界状態によると、光子を発生させる電流
密度関数は、逆の道程で光子によって生成される。励起(整数量子)エネルギー状態は、こ
の場合と一致する。また、非放射境界状態によると、光子を発生させない電流密度関数は
、逆の過程で光子によって生成されない。「基底」未満(分数量子)のエネルギー状態は、
この場合と一致する。しかし、安定状態は原子衝突によって、その次の安定状態に遷移す
る。共鳴エネルギーシンクとの衝突に作用された、遷移の間の2つの安定非放射状態は、2
個の原子が二原子分子を形成する反応に類似している。この反応には、結合エネルギーを
取り除くために第3の物体との衝突が必要である〔N.V.Sidgwick,「化学元素とその化合物
(The Chemical Elements and Their Compounds)」,VoIume I Oxford, Clarendon Press, 
(1950),p.17〕　
【００１４】
（エネルギー孔の概念）
　Millsの非放射境界状態および電子と光子の関係は、パラメーターnの関数として量子化
された「許容」水素エネルギー状態を与える。それぞれのnの値は、電子遷移を励起する
共鳴光子に作用される、許容遷移に対応する。nの伝統的な整数値(1,2,3・・・)に加えて
、遷移に対応する分数値も許容され、中心場(電荷)では増加し、水素原子のサイズでは減
少する。例えば、電子がエネルギーつまりエネルギーシンクを吸収できる、別の電子遷移
つまり電子伝達反応と結合する時に起こる。これは、エネルギー孔の吸収である。エネル
ギー孔の吸収によって、遠心力と増加した中心電気力の間の均衡が崩れる。その結果、電
子はより低エネルギー非放射状態に遷移する。
　エネルギー保存の法則から、半径次元の共鳴器モードを励起する、水素原子の共鳴エネ
ルギー孔　αＨ／ｍ＋１　はm×27.2eV(3);
このとき、m＝1,2,3,4・・・である。
【００１５】
　エネルギー孔の共鳴吸収の後、軌道球体の半径、ａＨはａＨ／ｍ＋１　に収縮し、共鳴
収縮のpサイクルの後で、半径はａＨ／ｍ＋１である。換言すると、半径の基底状態の場
はフーリエ成分の重ね合わせとみなされる。エネルギーｍX27.2eV（ｍは整数）の負フー
リエ成分を取り除くと、球体シェル内の中心電場は、陽子の負荷のｍ倍増加する。合成的
な電場は、球体の座標のラプラース方程式の時間調和解法である。この場合、力均衡と非
放射が達成される半径はαH/m+1(mは整数)である。「基底」状態からこの半径に崩壊する
時、総エネルギー[(m+1)2-1 2]×13.6eVが放出される。エネルギー孔との衝突に作用され
る、２つの安定非放射状態の間の遷移は、２個の原子が二原子分子を形成する反応に類似
している。この反応には、結合エネルギーを取り除くために、第３の物体との衝突が必要
である。[N.V.Sidgwick,「化学元素とその化合物（The Chemical Elements and Their Co
mpounds）」、Volume I，Oxford, Clarendon Press, (1950),p.17]。水素原子の総エネル
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ギー源が、図１に示されている。１つの位置エネルギー準位からより低い準位への遷移に
伴う発熱反応を、以下水素触媒作用(Hydro Catalysis)と呼ぶ。
【００１６】
　分数量子量数に相当する「基底状態」未満のエネルギー準位にある電子を持つ水素原子
を、以下ハイドリノ（hydrino）原子と呼ぶ。半径a0/p（ｐは整数）のhydrino原子の記号
はH[a0/p]である。
位置エネルギーの関数としての電子軌道球体のサイズが、図２に示されている。
　３つの共鳴器空洞の結合に依存する効率的な触媒系は、カリウムに関連がある。例えば
、カリウムの第２イオン化エネルギーは31.63eVである。このエネルギー孔は、明らかに
共鳴吸収には高すぎる。しかし、K＋がKに還元される時、4.34eVを放出する。その結果Ｋ
＋からＫ２＋およびＫ＋からＫの結合は、純エネルギー変化27.28eVを持つ。
【００１７】
【数１】

　原子の収縮に伴って発生するエネルギーが、エネルギー孔に失われるエネルギーよりも
はるかに大きいという点に着目すべきである。また、放出されるエネルギーも、従来の化
学反応と比較すると大きい。
【００１８】
（エネルギー状態の不均化）
　より低エネルギー水素原子、hydrinoは共鳴収縮を起こすエネルギー孔の源として機能
できる。励起および／またはイオン化エネルギーはm×27.2eV（方程式（３））だからで
ある。例えば、方程式（３）の27.21eV, m＝1のエネルギー孔の吸収を表す方程式は、水
素原子、H[αH/3]の第３サイクルの収縮カスケードの間、水素型原子H[αH/2]と共に、共
鳴収縮を起こすエネルギー孔の源としてイオン化され、次式となる。
【００１９】
【数２】

【００２０】
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【数３】

【００２１】
　27.21eVの整数倍のエネルギー孔の吸収に伴う、非連続的なエネルギー準位への遷移は
可能である。より低エネルギー水素原子、hydrinoはm×27.2eV（方程式（３））のエネル
ギー孔の吸収と共に共鳴収縮を起こす、エネルギー孔の源とし機能できる。従って、
【００２２】

【数４】

【００２３】
　水素は、エネルギー孔の源である。水素のイオン化エネルギーは13.6eVである。不均化
は、３個の水素原子の間に起こり得る。ここで２個の原子が第３の水素原子に27.21eVの
エネルギー孔を供給する。従って、水素型原子、
【００２４】

【数５】

【００２５】
　暗黒の恒星間媒体と太陽の出力の大部分からのスペクトル線は、「暗黒恒星間媒体から
のHydrinosのスペクトルデータ（Spectral Data of Hydrinos from the Dark Interstell
ar Medium）」およびMills　の「太陽」節で解説されている、不均化反応に帰することが
できる[Mills, R.,「正統量子力学の総括統一論(The grand Unified Theory of Classica
l Quantum Mechanics)」、(1995),Techonomic Publishing company, Lancaster, PA]。こ
の帰属は、暗黒物質のミステリー太陽の中性微子問題、太腸黒点の原因と他の太陽活動の
ミステリー、および太陽がX線を放出する理由などを解明する。また、それは音速の急激



(13) JP 2008-201671 A 2008.9.4

10

20

30

40

な変化および半径0.7、太陽半径0.7Rsでの「放射層」から「対流層」ヘの遷移の理由を提
供する。これは、後述の例４でまとめられている
【００２６】
（エネルギー孔（原子水素））
　望ましい実施例では、エネルギー孔(それぞれおよそ27.21eV)は、電気化学反応体(電気
触媒作用イオンかカップル)を含む、反応体の電子伝達反応によって供給される。電気化
学反応体は、それらの電子が「基底状態」未満の量子化された位置エネルギー準位に、緩
和するよう誘導される時、水素原子から熱を放出させる。電子伝達反応、エネルギー孔に
よって取り除かれるエネルギーは、放出される水素エネルギーと共鳴し、この遷移を誘導
する。電解質エネルギー反応装置の場合は水の電解の間、および加圧気体エネルギー反応
装置か気体放電エネルギー反応装置の場合は、水素ガスか水素化物の電解の間に、水素原
子の源が陰極表面で生成される。
【００２７】
（水素型分子と分子イオンの「基底状態」未満の遷移）
　２個の水素原子は、二原子分子、水素分子を形成するよう反応する。
【００２８】
【数６】

この時、２Cは核間距離である。また、２個のhydrino原子は反応して、二原　　子分子(
以下dihydrino分子と呼ぶ)を形成する。
【００２９】

【数７】

この時、pは整数である。
【００３０】
　水素型分子の中心力方程式は、円形、楕円形、放物線、または双曲線の軌道解である。
前の２つのタイプの解法は、原子と分子の軌道関数と関連づけられる。　「空間時間、力
、物質、エネルギーの統一(The Unification of Spacetime, the Forces, Matter, and E
nergy)」, Mills, R., Technomic Publishing Company, Lancaster, Pa, (1992)の「１電
子原子」の節で与えられた非放射の境界条件が満たされるならば、これらの解は非放射で
ある。ゼロ放射の数理的公式化は、電子の運動を記述する関数が光速で進行する波動と、
同期の空間時間フーリエ成分を持ってはいけない。角周波数が下の時、軌道球体の境界条
件は満たされる。
【００３１】

【数８】

【００３２】
 「空間時間、力、物質、エネルギーの統一 (The Unification of Spacetime, the Force
 Matter, and Energy)」,Mills,R., Technomic Publishing Company, Lancaster, PA(199
2)の「1電子原子」の節で論証されているように、半径のディラックデルタ関数と時間調
和関数の生成物関数では、この条件は満たされる。この時、角周波数、wは定数で方程式(
21)で与えられる。
【００３３】



(14) JP 2008-201671 A 2008.9.4

10

20

30

40

【数９】

【００３４】
 この時、Lは角運動量で、Aは閉じられた測地線軌道の面積である。二次元の楕円体と時
間調和関数の生成物を含む、中心力方程式の解を考慮しなさい。生成物関数の空間部は、
楕円体の方程式を持つ半径のディラックデルタ関数の回旋である。2つの関数の回旋のフ
ーリエ変換は、個々の関数のフーリエ変換の生成物である；従って下の時、楕円体の時間
調和関数境界条件は満たされる。
【００３５】
【数１０】

この時、楕円の面積は
       A=πab　        (24)
【００３６】
　2bは半短径の長さで、2aは半長径の長さである。幾何学的分子水素は、核間軸を主軸に
持つ楕円形である；従って、電子軌道は二次元楕円体の時間調和関数である。質量は、焦
点で陽子の中心場によって決定される際、測地線の時間に調和して続く。更に、核間軸の
回転対称は、軌道が長球であることを決定する。一般的に、分子結合の楕円体の軌道（以
下、楕円体分子軌道関数(M.O.‘s)と呼ぶ）は、次の一般方程式で表される。
　　　　X2/a2+y2/b2+Z2/c2=1  　　　　　 (25)
楕円体の半主軸はa, b, cである。
楕円体の座標でラプラシアンは、
【００３７】
【数１１】

【００３８】
楕円体のM.O.は、方程式(25)によって与えられる表面を持つ電荷導体と同等である。これ
は総電荷qを持ち、その電位は楕円体座標、方程式(26)のラプラシアン解法である。
軌道球体の励起状態は、「空間時間、力、物質、エネルギーの統一(The Unification of 
Sapcetime, The Forces, Matter and Energy)」Mills, R., Technomic Publishing Compa
ny, Lancaster, PA, (1992)の「1電子原子(量子化)」の節の励起状態の中で論じられてい
る。楕円体M.O.‘sの場合、離散的な周波数の光子がM.O.の楕円体の共鳴器空洞で捕獲さ
れる時、電子の励起状態が生成される。光子は、中心場が楕円体であるM.O.表面で有効電
荷を変化させる。力均衡は、基底状態楕円体と共焦点である、楕円体の等電位二次元表面
の系列で達成される。捕獲された光子は、楕円体座標、方程式(26)のラプラシアン解法で
ある。
　軌道球体の場合のように、より高エネルギー状態とより低エネルギー状態は等しく有効
である。両方の場合の光予定常波は、楕円体座標のラプラシアン解法である。楕円体の共
鳴器空洞にとって、許容円周、4aEと光子定常波、１の関係は　
【００３９】
　　　　4aE=nλ　　　　　(27)
この時、nは整数である。また、
【００４０】
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【数１２】

は、方程式(27)の楕円積分Eで使用される。方程式(27)および(28)を応用すると、方程式(
23)によって与えられる許容角周波数と光子の定常波角周波数、ωの関係は:
【００４１】

【数１３】

　ω１はｎ＝１の許容角周波数
　a１とｂ１はｎ＝１の許容半長径と半短径
方程式(29)から、水素分子の「基底状態」未満の遷移に対応する楕円場のマグニチュード
は整数である。水素型分子の位置エネルギー方程式は
【００４２】

【数１４】

【００４３】
また、ｐは整数である。エネルギー保存の法則から、次の遷移
【００４４】
【数１５】

を引き起こす水素型分子の共鳴エネルギー孔は、
　　　mp2×48.6eV　　　　　　　　(36)
この時、ｍとｐは整数である。遷移の間、楕円場はマグニチュードｐからマグニチュード
ｐ＋ｍに増大する。対応する位置エネルギー変化は、エネルギー孔によって吸収されるエ
ネルギーに等しい。
　　　エネルギー孔＝-Ve-Vp=mp2×48.6ev   (37)
核間距離が「収縮する」につれて、更なるエネルギーが水素型分子によって放出される。
遷移の間に放出される総エネルギー、ＥTは、
【００４５】
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【数１６】

【００４６】
　水素型分子と分子イオンの総エネルギー源の概略図が図３にある。また、１つの位置エ
ネルギー準位から「基底状態」未満のより低い準位への遷移を伴う発熱反応を、以下水素
触媒作用(HydroCatalysis)と呼ぶ。
分数量子数に相当する「基底状態」より低エネルギー準位の電子を持つ水素型分子を以下
dihydrino分子と呼ぶ。核間距離、２Ｃ＝√２α0/p(pは整数)のdihydrino分子の記号はH*

2[2c=√2α0/P]である。総エネルギーの関数としての水素型分子のサイズの概略図が図４
にある。
【００４７】
　第一の「基底状態」未満の水素型分子に対応する楕円場のマグニチュードは２である。
エネルギー保存の法則から、核間距離２Ｃ＝√2aを持つ水素分子が、核間距離２c＝１／
２　ａ０を持つ第1の「基底状態」未満ヘ遷移するよう励起する水素分子の共鳴エネルギ
ー孔は、方程式(30)と(31)で与えられる。この時、楕円場はマグニチュード1からマグニ
チュード2に増大する：
【００４８】

【数１７】

【００４９】
　換言すると、水素分子の楕円体の「基底状態」の場は、フーリエ成分の重ね合わせとみ
なされる。エネルギーの負フーリエ成分
　　　　m×48.6eV      (42)
(mは整数)を取り除くと、楕円体のシェル内の陽電場は、それぞれの焦点で陽子の電荷のm
倍増加する。合成的な電場は、楕円座標のラプラシアン時間調和解法である。核間距離２
ｃ’＝√２a0を持つ水素分子は、「基底状態」未満の準位に遷移し、力均衡と非放射が達
成されるための核間距離は2C’＝√2a0/1+mである。「基底状態」からこの核間距離に崩
壊する際、総エネルギー
【００５０】
【数１８】

が放出される。
【００５１】
（エネルギー孔（分子水素））
　望ましい実施例では、エネルギー孔、それぞれおよそ
m×48.6eVは、電気化学反応体（電気触媒作用イオンかカップル）を含む、反応体の電子
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伝達反応によって供給される。電気化学反応体によって、電子が「基底状態」未満の量子
化された位置エネルギー準位に緩和するよう誘導される際、熱が水素分子から放出される
。電子伝達反応によって取り除かれるエネルギー、エネルギー孔は、この遷移を誘導する
ために放出される水素エネルギーと共鳴する。水素分子の源は、電解エネルギー反応装置
の場合は水の電解の間、および加圧気体エネルギー反応装置か気体放電エネルギー反応装
置の場合は、水素ガスか水素化物の電解の間に、陰極表面上で生成される。
【００５２】
（エネルギー反応装置）
　この発明は、電解槽エネルギー反応装置、加圧気体エネルギー反応装置、および気体放
電エネルギー反応装置などから成り、次を合む:水素源；１つの個体、熔融、液体、およ
び気体のエネルギー孔の源；水素とエネルギー孔の源を含む容器（中で水素とエネルギー
孔の源との接触によって収縮反応が起こる）；および発熱性の収縮反応が平衡になること
を防ぐために、（分子の）より低エネルギー水素を取り除く方法。共鳴収縮エネルギーと
釣り合うようにエネルギー孔を適合させることによって、収縮反応速度と純出力は増加す
る。概して、温度、水素ガスの圧力、電気触媒作用イオンかカップルを合むエネルギー孔
の源を調節することによって、出力を最適化できる。エネルギー孔の源は、エネルギー孔
、電気触媒作用イオンかカップルの対イオン、および収縮反応が起こる表面積を供給する
。更にこの発明は、分子水素を解離する官能基を持つ多官能基物質から成り、水素あふれ
出し触媒、自由水素原子を供給する。自由水素原子は、可動の自由水素原子を支持する官
能基、およびエネルギー孔の源となり得る官能基にあふれ出す。　　　　　　
望ましい水素ガス加圧エネルギー反応装置は以下を含む：容器；水素源；水素の圧力と水
素の容器ヘの流れを調節する方法；分子水素を原子水素に解離する物質、および気相でエ
ネルギー孔の源であり得る物質。エネルギー孔の気体の源は、気体エネルギー反応装露の
高い運転温度で昇華、沸騰、および／または揮発するものを含む。この反応装置内で、気
相で収縮反応が起こる。
この発明の他の目的、特徴、特質、および関連要素の操作法や機能は、後述の説明および
それに付随した図とその解説を考察すると明瞭になるだろう。これらは全て、この詳述に
関連があり、参照番号はこれらの図の対応する部分を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５３】
（現在望ましい実施例の詳細な説明）
（原子の触媒エネルギー孔の構造）
（単電子励起状態）
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物の励起状態の連続
体を含む励起状態の種ヘの、ある種の電子からの遷移によって供給される。１つの実施例
でエネルギー孔は、１つの種の電子の励起状態の遷移から成る。この時、アクセプタ種の
遷移エネルギーは、およそｍ×27.21eV(mは整数)に等しい。
【００５４】
（単電子伝達）
エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む、関与してい
る種の間の電子伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つの種から
別の種ヘの電子伝達から成る。この時、電子ドナー種のイオン化エネルギーの合計から、
電子アクセプタ種のイオン化エネルギーの電子親和カを引いたものは、およそｍ×27.21e
V(mは整数)に等しい。
【００５５】
（単電子伝達（２種））
３個の共鳴器空洞の結合に依存する効率的な触媒系は、カリウムに関連がある。例えば、
カリウムの第２イオン化エネルギーは31.63eVである。このエネルギー孔は、明らかに共
鳴吸収にとって高すぎる。しかし、K+はKに還元される時、4.34eVを放出する。K+からK2+

とK+とKの化合は、その結果、方程式（３）で純エネルギー変化、27.28eV；m＝１を持つ
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【００５６】
【数１９】

【００５７】
　原子が収縮するにつれて放出されるエネルギーが、エネルギー孔に失われるエネルギー
よりもはるかに大きい点に着目すべきである。また、放出されるエネルギーも、従来の化
学反応に比較すると大きい。
　ナトリウムがナトリウムイオンでは、およそ27.21eVの電気触媒作用反応は全く不可能
である。例えば、42.15eVのエネルギーは、方程式（４５）（Ｋ＋をNa+に置き替え）で与
えられる反応の逆によって吸収される。
　　　　Na++Na++42.15eV→Na+Na2+  　　　 (47)
他のそれほど効率的でない触媒系は３個の共鳴器空洞の結合に依存する。例えば、パラジ
ウムの第３のイオン化エネルギーは32.93eVである。このエネルギー孔は、明らかに共鳴
吸収にとって高すぎる。しかし、Li+はLiに還元される時、5.392eVを放出する。Pd2+から
pd3+とLi+からLiの化合は、その結果、純エネルギー変化27.54eVを持つ。
【００５８】

【数２０】

【００５９】
（単電子伝達（１種））
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオン化分子の化合物を含む関与してい
る種から、真空エネルギー準位への電子のイオン化によって供給される。１つの実施例で
エネルギー孔は、１つの種から真空エネルギー準位への電子のイオン化から成る。この時
、電子ドナ一種のイオン化エネルギーはおよそｍ×27.21eV (mは整数)に等しい。
チタンは、第３のイオン化エネルギーが方程式(3)で27.49eV、m＝１なので共鳴収縮を起
こすことができる１個の触媒（電気触媒作用イオン）である。従って、p番目のサイクル
の収縮カスケードは次式となる。
【００６０】
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【数２１】

ルビジウムはまた触媒（電気触媒作用イオン）である。第２イオン化エネルギーは27.28e
Vである。
【００６１】
【数２２】

【００６２】
およそｍ×27.2leV(mは整数)のエネルギー孔を供給する他の単電子伝達反応は、　私の先
の米国特許出願に記述されており、ここに参照する:タイトル「エネルギー／物質転換方
法と構造(Energy/Matter Conversion Methods and Structures)」、通し番号08/467,051
、1995年6月6日提出、一部継続出願、通し番号08/416,040、1995年4月3日提出、一部継続
出願、通し番号08/107,357、1993年8月16日提出、一部継続出願、通し番号08/075,102(Dk
t.99437)、1993年6月11日提出、一部継続出願、通し番号07/626,496、1990年12月12日提
出、一部継続出願、通し番号07/345,628、1989年4月28日提出、一部継続出願、通し番号0
7/341,733、1989年4月21日提出。
【００６３】
（多電子伝達）
エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む、関与してい
る種の間の多電子伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つ以上の
種から１つ以上の種ヘのt電子の伝達から成る。この時、電子ドナー一種のイオン化エネ
ルギーおよび／または電子親和力の合計から、電子アクセプタ種のイオン化エネルギーお
よび／または電子親和力の合計を引いたものは、およそｍ×27.2leV(mとtは整数)に等し
い。
【００６４】
エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む、関与してい
る種の間の多電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つの種
から別の種ヘのt電子の伝達から成る。この時、tの連続電子ドナー種の電子親和カおよび
／またはイオン化エネルギーから、tの連続電子アクセプタのイオン化エネルギーおよび
／または電子親和力を引いたものは、およそｍ×27.2leV(nとtは整数)に等しい。
望ましい実施例では、電子アクセプタ種はMnOx,　AIOx,　SiOxのような酸化物である。望
ましい分子電子アクセプタは、酸素、O2である。
【００６５】
（２電子伝達（１種））
　１つの実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、原子、イオン、または分子から
真空エネルギー準位ヘの２個の電子のイオン化に依存する。この時、２つのイオン化エネ
ルギーの合計はおよそ27.2leVである。亜鉛は、第１と第２のイオン化エネルギーの合計
が方程式(3)で、27.358eV、m＝１なので、共鳴収縮を引き起こすことができる１個の触媒
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。
【００６６】
【数２３】

【００６７】
（２電子伝達（２種））
　他の実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、１個の原子、イオン、または分子
から別の原子か分子ヘの、２個の電子の伝達に依存する。この時、２つのイオン化エネル
ギーの合計から、関与している原子、イオン、および／または分子の２つの電子親和力の
合計を引いたものは、およそ27.2leVである。原子から分子ヘの２個の電子の伝達に依存
する触媒系は、パラジウムと酸素に関連がある。例えば、パラジウムの第１と第２のイオ
ン化エネルギーは、それぞれ8.34eVとl9.43eVである。そして、酸素分子の第１と第２の
電子親和力は、それぞれ0.45eVと0.l1eVである。２電子伝達の結果のエネルギー孔は、共
鳴吸収に適当である。Pd２＋とO2からO2

２－の化合は、その結果、27.21eVの純エネルギ
ー変化を持つ。
【００６８】

【数２４】

　O2に置き替えることのができる付加的な原子、分子、または化合物は、それぞれおよそ
0.45eVと0.11eVの、第１と第２の電子親和力を持つものである。例えば、O2-を形成するO
や、O2

2-を形成するO2を含む混合酸化物(MnOx, AIOx, SiOx)である。
【００６９】
（２電子伝達（２種））
　他の実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、１個の原子、イオン、または分子
から別の原子、イオン、または分子への２個の電子の伝達に依存する。この時、２つのイ
オン化エネルギーの合計から、関与している原子、イオン、および／または分子の１つの
イオン化エネルギーと１つの電子親和力の合計を引いたものは、およそ27.2leVである。
原子からイオンへの２個の電子の伝達に依存する触媒系は、キセノンとリチウムに関連が
ある。例えばキセノンの第１と第２のイオン化エネルギーは、それぞれl2.l3eVと2l.2leV
である。そして、リチウムの第１イオン化エネルギーと第１電子親和力は、それぞれ5.39
eVと0.62eVである。２電子伝達の結果のエネルギー孔は、共鳴吸収に適当である。Xeから
Xe2+とLi+からLi-の化合は、その結果、27.33eVの純エネルギー変化を持つ。　
【００７０】
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【数２５】

【００７１】
（２電子伝達（２種））
　他の実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、１個の原子、イオン、または分子
から別の原子、イオン、または分子への２個の電子の伝達に依存する。この時、２つのイ
オン化エネルギーの合計から、関与している原子および／または分子の２つのイオン化エ
ネルギーの合計を引いたものは、およそ27.2leVである。第１イオンから第２イオンヘの
２個の電子の伝達に依存する触媒系は、銀(Ag+)と銀(Ag2+)に関連がある。例えば、銀の
第２と第３のイオン化エネルギーは、それぞれ2l.49eVと34.83eVである。そして、銀の第
２と第３のイオン化エネルギーは、それぞれ21.49eVと7.58eVである。２電子伝達の結果
のエネルギー孔は、共鳴吸収に適当である。Ag＋からAg3+とAg2+からAgの化合は、その結
果、27.25eVの純エネルギー変化を持つ。
【００７２】

【数２６】

【００７３】
（３電子伝達（２種））
　他の実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、１個のイオンから別のイオンヘの
３個の電子の伝達に依存する。この時、第１イオンの電子親和力と２つのイオン化エネル
ギーの合計から、第２イオンの３つのイオン化エネルギーの合計を引いたものは、およそ
27.2leVである。１個のイオンから第２イオンへの３個の電子の伝達に依存する触媒系は
、Li-とCr3+に関連がある。例えば、リチウムの電子親和力、第１イオン化エネルギー、
および第２イオン化エネルギーはそれぞれ、0.62eV、5.392eV、および75.638eVである。
そして、Cr3+の第３、第２、および第１のイオン化エネルギーはそれぞれ、30.96eV、16.
50eV、および6.766eVである。３電子伝達の結果のエネルギー孔は、共鳴吸収に適当であ
る。Li-からLi2+とCr3+からCrの化合は、その結果27.42eVの純エネルギー変化を持つ。
【００７４】
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【数２７】

【００７５】
（３電子伝達（２種））
　他の実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、原子、イオン、または分子から別
の原子、イオン、または分子ヘの３個の電子の伝達に依存する。この時、電子ドナー種の
３つの連続イオン化エネルギーの合計から、電子アクセプタ種の３つの連続イオン化エネ
ルギーの合計を引いたものは、およそ27.21eVである。原子からイオンへの３個の電子の
伝達に依存する触媒系は、AgとCe3+に関連がある例えば、銀の第１、第２、および第３の
イオン化エネルギーはそれぞれ、7.58eV、2l.49eV、および34.83eVである。そして、Ce3+
　の第３、第２、および第１のイオン化エネルギーはそれぞれ20.20eV、10.85eVおよび5.
47eVである。３電子伝達の結果のエネルギー孔は、共鳴吸収に適当である。AgからAg3+と
Ce3+からCeの化合は、その結果、27.38eVの純エネルギー変化を持つ。
【００７６】

【数２８】

【００７７】
（付加的な触媒エネルギー孔の構造）
（単電子伝達）
更なる実施例では、水素原子の「基底状態」未満の電子遷移のために放出される、総エネ
ルギーに等しいエネルギーのエネルギー孔は、原子、イオン、や分子、およびイオンや分
子の化合物を含む、関与している種の間の電子の伝達によって供給される。１つの実施例
でエネルギー孔は、１つの種から別の種への電子の伝達から成る。この時、電子ドナー種
のイオン化エネルギーの合計から、電子アクセプタ種のイオン化エネルギーか電子親和力
を引いたものは、およそm/2　×27.21eV（mは整数）に等しい。
【００７８】
ｎ＝１からｎ＝1／2への遷移に相当するｍ＝３にとって、３個の共鳴器空洞の結合に依存
する効率的な触媒系は、ヒ素とカルシウムに関連がある。例えば、カルシウムの第３のイ
オン化エネルギーは50.908eVである。このエネルギー孔は、明らかに共鳴吸収にとって高
すぎる。しかし、As+はAsに還元される時、9.81eVを放出する。 Ca2十からCa3+とAs+から
Asの化合は、その結果、41.1eVの純エネルギー変化を持つ。
【００７９】
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【数２９】

【００８０】
（多電子伝達）
エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む、関与してい
る種の間の多電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つ以上
の種から１つ以上の種へのt電子の伝達から成る。この時、電子ドナー種のイオン化エネ
ルギーおよび／または電子親和力の合計から、電子アクセプタ種のイオン化エネルギーお
よび／または電子親和力の合計を引いたものは、およそｍ／２×27.21eV（mとtは整数）
に等しい。
【００８１】
（分子の触媒エネルギー孔構造）
（単電子励起状態）
エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む、種から励起
状態種への電子の遷移によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つの種の
電子の励起状態の遷移から成る。この時、アクセプタ種の遷移エネルギーは、mp2×48.6e
V（mとpは整数）である。
（単電子伝達）
エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む、関与してい
る種の間の１個の電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つ
の種から別の種への電子の伝達から成る。この時、電子ドナー種のイオン化エネルギーの
合計から、電子アクセプタ種のイオン化エネルギーか電子親和力を引いたものは、およそ
mp2×48.6eV（mとpは整数）に等しい。
【００８２】
（単電子伝達（２種））
　３個の共鳴器空洞の結合に依存する効率的な触媒系は、鉄とリチウムに関連がある。例
えば、鉄の第４のイオン化エネルギーは54.8eVである。このエネルギー孔は、明らかに共
鳴吸収にとって高すぎる。しかし、Li+はLiに還元される時5.392eVを放出する。Fe3+から
Fe4+とLi+からLiの化合は、その結果、49．4eVの純エネルギー変化を持つ。
【００８３】

【数３０】

【００８４】
　分子が収縮するにつれて放出されるエネルギーが、エネルギー孔に失われるエネルギー
よりもはるかに大きい点に着目すべきである。また、放出されるエネルギーも、従来の化
学反応と比較すると大きい。
３個の共鳴器空洞の結合に依存する効率的な触媒系は、スカンジウムに関連がある。例え
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ば、スカンジウムの第４のイオン化エネルギーは73.47eVである。このエネルギー孔は、
明らかに共鳴吸収にとって高すぎる。しかし、Sc3+はSc2+に還元される時、24.76eVを放
出するSc3+からSc4+とSc3+からSc2+ の化合は、その結果、48.7eVの純エネルギー変化を
持つ。
【００８５】
【数３１】

【００８６】
　３個の共鳴器空洞の結合に依存する効率的な触媒系は、イットリウムに関連がある。例
えば、ガリウムの第４のイオン化エネルギーは64.00eVである。このエネルギー孔は、明
らかに共鳴吸収にとって高すぎる。しかし、Pb2+はPb+に還元される時、15.03eVを放出す
る。Ga3＋からBa4+とPb2+からPb+の化合は、その結果、48.97eVの純エネルギー変化を持
つ。
【００８７】
【数３２】

【００８８】
（単電子伝達（１種））
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む関与してい
る種から、真空エネルギー準位への電子のイオン化によって供給される。１つの実施例で
エネルギー孔は、１つの種から真空エネルギー準位への、電子のイオン化から成る。この
時、電子ドナー種のイオン化エネルギーは、およそmp2×48.6eV（mとpは整数）に等しい
。
【００８９】
（多電子伝達）
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む関与してい
る種の間の、多電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つ以
上の種から１つ以上の種へのt電子の伝達から成る。この時、電子ドナー種のイオン化エ
ネルギーおよび／または電了儲和力の合計から、電子アクセプタ種のイオン化エネルギー
および／または電子親和力の合計を引いたものは、およそmp2×48.6eV（m、P、tは整数）
に等しい。
【００９０】
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む関与してい
る種の間の、多電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は、１つの
種から別の種へのt電子の伝達から成る。この時電子ドナー種のtの連続電子親和力および
／またはイオン化エネルギーから、電子アクセプタのtの連続イオン化エネルギーおよび
／または電子親和力を引いたものは、およそmp2×48.6eV（m、P、tは整数）に等しい。
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　望ましい実施例で電子アクセプタ種は、MnOx, AlOx, SiOxのような酸化物である。望ま
しい分子電子アクセプタは、酸素、O2である
【００９１】
（２電子伝達（１種））
　１つの実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、原子、イオン、または分子から
真空エネルギー準位への、２個の電子のイオン化に依存する。この時、２つのイオン化エ
ネルギーの合計は、およそmp2×48.6eV(mとPは整数)である。
【００９２】
（２電子伝達（２種））
　　他の実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、原子、イオン、または分子から
別の原子か分子への、２個の電子の伝達に依存する。この時、２つのイオン化エネルギー
の合計から、関与している原子、イオン、および／または分子の２つの電子親和力の合計
を引いたものは、およそmp2×48.6eV（mとpは整数）である。
【００９３】
（２電子伝達（２種））
　他の実施例では、エネルギー孔を供給する触媒系は、原子、イオン、または分子から別
の原子、イオン、または分子への２個の電子の伝達に依存する。この場合、２つのイオン
化エネルギーの合計から、関与している原子、イオン、および／または分子の１つのイオ
ン化エネルギーと１つの電子親和力の合計を引いたものはおよそmp2×48.6eV（mとpは整
数）である。
（他のエネルギー孔）
　　他の実施例でエネルギー孔、それぞれ方程式（30）で与えられるおよそｍ×67.8eV
【００９４】
【数３３】

【００９５】
は、電気化学反応体（電気触媒作用イオンかカップル）を含む、反応件の電子伝達反応に
よって供給される。この電気化学反応体は、それらの電子が、「基底状態」未満の量子化
された位置エネルギー準位に緩和するよう誘導される際、水素分子から熱を放出させる。
電子伝達反応、エネルギー孔によって取り除かれるエネルギーは、放出される水素エネル
ギーと共鳴して、この遷移を誘導する。電解エネルギー反応装置の場合は水の電解の間、
および加圧気体エネルギー反応装置か気体放電エネルギー反応装置の場合は、水素ガスか
水素化物の電解の間に、水素分子の源が陰極表面で生成される。
【００９６】
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む関与してい
る種の間の、１つ以上の電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は
、１つ以上の種から１つ以上の種へのt電子の伝達から成る。この時、電子ドナー種のイ
オン化エネルギーおよび／または電子親和力の合計から、電子アクセプタ種のイオン化エ
ネルギーおよび／または電子親和力の合計を引いたものは、およそmp2×48.6eV（mとtは
整数）に等しい。
　３個の共鳴器箱空洞の結合に依存する効率的な触媒系は、マグネシウムとストロンチウ
ムに関連がある。例えば、マグネシウムの第３のイオン化エネルギーは80.143eVである。
このエネルギー孔は、明らかに共鳴吸収にとって高すぎる。しかし、Sr2＋はSr＋に還元
される時、11.03eVを放出する。Mg2＋からMg3＋とSr2+からSr＋の化合は、その結果、69.
1eVの純エネルギー変化を持つ。
【００９７】



(26) JP 2008-201671 A 2008.9.4

10

20

30

40

50

【数３４】

【００９８】
　３個の共鳴器空洞の結合に依存する他の効率的な触媒系は、マグネシウムとカルシウム
に関連がある。この場合、Ca2十はCa+に還元される時、11.871eVを放出する。Mg2+からMg
3+とCa2＋からCa+の化合は、その結果、68.2eVの純エネルギー変化を持つ。
【００９９】

【数３５】

【０１００】
　ここに参照した私の先の米国特許出願、通し番号08／107,357，1993年8月16日提出で理
論付けられている、他の４つの実施例では、エネルギー孔はそれぞれおよそ次の通りであ
る：
　　　ゼロ次数振動を持つn×EteV（Etは方程式（38）で与えられる）；
      ゼロ次数振動を持つn×EteV（Etは方程式（43）で与えられる）；
      ｍ×31.94eV(31．94eVは、米国特許出願通し蕃号08／107，357の方程式（222）（n
とmは整数）で与えられる)
【０１０１】
【数３６】

および
　　　95.7eV（米国特許出願、通し番号08／107，357の方程式（254）および（222）の-E
t zero order-Evib/2の差で与えられるゼロ次数振動を持つ、方程式（43）のm＝1に対応
する）
【０１０２】

【数３７】

は、電気化学反応体（電気触媒作用イオンかカップル）を含む反応体の、電子伝達反応に
よって供給される。この電気化学反応体は、その電子が、「基底状態」未満の量子化され
た位置エネルギー準位に緩和するよう誘導される際、水素分子から熱を放出させる。電子
伝達反応、エネルギー孔によって取り除かれるエネルギーは、放出される水素エネルギー
と共鳴し、この遷移を誘導する。電解エネルギー反応装置の場合は水の電解の間、および
加圧気体エネルギー反応装置か気体放電エネルギー反応装置の場合は、水素ガスか水素化
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物の電解の間に、水素分子の源が陰極表面で生成される。
【０１０３】
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む関与してい
る種の間の、１つ以上の電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は
、１つ以上の種から１つ以上の種へのt電子の伝達から成る。この時、電子ドナー種のイ
オン化エネルギーおよび／または電子親和力の合計から、電子アクセプタ種のイオン化エ
ネルギーおよび／または電子親和力の合計を引いたものは、およそｍ×31.94eV（方程式
（222））（mとtは整数）に等しい。
【０１０４】
　エネルギー孔は、原子、イオン、分子、およびイオンや分子の化合物を含む関与してい
る種の間の、１つ以上の電子の伝達によって供給される。１つの実施例でエネルギー孔は
、１つ以上の種から１つ以上の種へのt電子の伝達から成る。この時、電子ドナー種のイ
オン化エネルギーおよび／または電子親和力の合計から、電子アクセプタ種のイオン化エ
ネルギーおよび／または電子親和力の合計を引いたものは、およそｍ×95.7eV（mとtは整
数）に等しい。
（エネルギー反応装置）
　この発明に従ったエネルギー反応装置50（図５）は、エネルギー反応混合物54、熱交換
器60、および蒸気発生器62を持つ容器52で構成される。熱交換器60は、収縮反応によって
放出された熱を吸収し、その時、収縮可能な物質から成る反応混合物が収縮する。交換器
60から熱を吸収し蒸気を発生させる蒸気発生器62と、熱交換器は熱を交換する。更にエネ
ルギー反応装置50は、蒸気発生器62から蒸気を受け取り、機械的な出力を出力発生器80に
供給する、タービン70で構成される。出力発生器80は、蒸気エネルギーを電気エネルギー
に変える。この電気エネルギーは、荷重90によって受け取られ、仕事を生成するか散逸す
る。
【０１０５】
　エネルギー反応混合物54は、水素同位体原子の源か分子水素同位体の源、およびエネル
ギー孔の源58を含む、エネルギー放出物質56から成る。エネルギー孔の源58は、原子水素
の「収縮」を引き起こすためにおよそｍ×27．21eV（mは整数）を、また分子水素の「収
縮」を引き起こすためにおよそｍ×48.6eV（mは整数）を共鳴して取り除く。ここで、エ
ネルギー孔の源と水素の接触によって収縮反応が起こる。収縮反応は、熱と収縮した原子
および／または分子を放出する。
【０１０６】
　水素源は、水素ガス、熱解離を含む水の解離、水の電解、水素化物からの水素、または
金属一水素溶液からの水素であり得る。全ての実施例でエネルギー孔の源は、１つ以上の
電気化学、化学、光化学、熱、遊離基、音波、核などの反応か、または光子か粒子の非弾
性散乱反応であり得る。後の２つの場合、この発明のエネルギー反応装置は、上述のエネ
ルギー孔を供給するための粒子源75bおよび／または光子源75aから成る。これらの場合エ
ネルギー孔は、光子か粒子による誘導放出に相当する。加圧気体エネルギー（図７）と気
体放電反応装置（図８）の望ましい実施例では、それぞれ、光子源75aが水素分子を水素
原子に解離する。少なくとも１つのおよそｍ×27.21eV、m/2　×27.21eV、または40.8eV
のエネルギーの光子を生成する光子源は、水素原子が収縮反応を起こす際、エネルギーの
誘導放出を引き起こす。他の望ましい実施例では、少なくとも１つのおよそｍ×48.6eV、
95.7eV、またはｍ×3l.94eVのエネルギーの光子を生成する光子源75aは、水素分子が収縮
反応を起こす際、エネルギーの誘導放出を引き起こす。全ての反応混合物において、電極
のような選択された外部エネルギー装置75を使用して、静電位か電流（磁場）を供給し、
エネルギー孔の共鳴吸収の活性化エネルギーを低下させる。他の実施例で混合物54は、更
にエネルギー放出物質56の原子および／または分子を解離および／または吸収する表面か
物質から成る。水素、重水素、または二重水素を解離および／または吸収するような表面
か物質は、以下を含む：水素、化合物、合金、または遷移元素や内部遷移元素の混合物、
鉄、プラチナ、パラジウム、ジルコニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc、Cr、Mn
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、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、Hg、
Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭素
）、および層間に挿入されたGs炭素（黒鉛）。望ましい実施例では、水素原子を収縮する
エネルギー孔の源は、触媒エネルギー孔物質58から成り、概しておよそｍ×27.21eVプラ
スマイナス1eVのエネルギー孔を供給する、電気触媒作用イオンとカップルから成る。望
ましい実施例では、水素分子を収縮するエネルギー孔の源は、触媒エネルギー孔物質58か
ら成り、概しておよそｍ×48.6eVプラスマイナス5eVのエネルギー孔を供給するものを含
む、電気触媒作用イオンとカップルから成る。電気触媒作用イオンとカップルは、私の先
の米国特許出願に記述された電気触媒件用イオンとカップルを含み、ここに参照する：タ
イトル「エネルギー／物質転換方法と構造（Energy/Matter Conversion Methods and Str
uctures）」、通し番号08／467，051、1995年6月6日提出、一部継続出願、通し番号08/41
6,040、1995年4月3日提出、一部継続出願、通し番号08／107，357、1993年8月16日提出、
一部継続出願、通し番号08/075,102（Dkt. 99437）、1993年6月11日提出、一部継続出願
、通し番号07／626,496、1990年12月12日提出、一部継続出願、通し番号07／345,628、19
89年4月28日提出、一部継続出願、通し番号07/341，733、1989年4月21日提出。
【０１０７】
　更なる実施例は、以下を含むエネルギー孔の源を持つ容器52である：熔融、液体、気体
、または個体状態の電気触媒作用イオンかカップル（エネルギー孔の源）、および水素化
物や気体水素などの水素源。水素原子を収縮する反応装置の場合、実施例は更に分子水素
を、以下を含む原子水素に解離する方法から成る：要素、化合物、合金、または逮移元素
の混合物、内部遠移元素、鉄、プラチナ、パラジウム、ジルコニウム、バナジウム、ニッ
ケル、チタン、Sc、Cr、Mn、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta
、W、Re、Os、Ir、Au、Hg、Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu
、Th、Pa、U、活性炭（炭素）、および層間に挿入されたCs炭素（黒鉛）か、光子源75で
供給されるUV光を含む電磁放射線。
【０１０８】
　この発明は、電解槽エネルギー反応装置、加圧気体エネルギー反応装置、および気体放
電エネルギー反応装置などから成り、以下を含む：水素源；１つの個体、熔融、液体、お
よび気体のエネルギー孔の源；中で水素とエネルギー孔の源の接触によって収縮反応が起
こる、水素とエネルギー孔の源を含む容器；および（分子の）より低エネルギー水素を取
り除いて、発熱性の収縮反応が平衡になることを防ぐ方法。このエネルギー発明は更に、
私の先の米国特許出願に記述されており、ここに参照する：タイトル「エネルギー／物質
転換方法と構造（Energy Matter Conversion Methods and Structures）、通し番号08/46
7,051、1995年6月6日提出、一部継続出願、通し番号08／416,040、1995年4月3日提出、一
部継続出願、通し番号08／107,357、1993年8月16日提出、一部継続出願、通し番号08/075
，102（Dkt．99437）、1993年6月11日提出、一部継続出願、通し番号07／626,496、1990
年12月12日提出、一部継続出願、通し番号07／345,628、1989年4月28日提出、一部継続出
願、通し番号07／341,733、1989年4月21日提出、および私の出版物、Mills，R., Kenizys
, S．，Fusion Technology，210，（1991），pp.65－81；Mills, R., Good，W., Shaubac
h，R.,Dihydrino分子同定（Molecule Identification）」，Fusion Technology，25，103
（1994）；Mills, R., Good, W.,「水素の分数量子エネルギー準位（FractionalQuantum 
energy levels of Hydrogen）」，Fusion Technology，Vol．28，No．4，11月，（1995）
，PP．1697－1719。
【実施例】
【０１０９】
（電解エネルギー反応装置）
　　電解エネルギー反応装置は、私の先の米国特許出願に記述されており、ここに参照す
る：タイトル「エネルギー／物質転換方法と構造（Energy / Matter Conversion Methods
 and Structures）」、通し番号08/467,051、1995年6月6日提出、一部継続出願、通し番
号08／416,040、1995年4月3日提山、一部継続出願、通し番号08／107,357、1993年8月16
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日提出、一部継続出願、通し番号08/075,102（Dkt・99437）、1993年6月11日提出、一部
継続出願、通し番号07／626,496、1990年12月12日提出、一部継続出願、通し番号07/345,
628、1989年4月28日提出、一部継続出願、通し番号07/341,733、1989年4月21日提出。こ
の発明のエネルギー反応装置の望ましい実施例は、熔融電解槽を含む反応容器52（図5）
を形成する電解槽から成る。電解槽100は、概ね図６に示されている。共鳴収縮エネルギ
ーに等しいエネルギー孔を供給する、電気触媒作用イオンかカップルを持つ電解溶液102
を通って、電流が流れる（ここに参照した、私の先の米国特許出願に記述されている、電
気触媒作用イオンとカップルを含む）。このため、電源110で駆動される出力制御装置108
によって、陽極104と陰極106に電圧がかかる。また振動装置112によって、超音波エネル
ギーか機械的エネルギーも、陰極106と電解溶液102に伝えられる。発熱器114によって、
電解溶液102に熱を供給できる。圧力調整器116によって、電解槽100の圧力を制御し、槽
を閉じることができる。反応装置は更に、（分子の）より低エネルギー水素を取り除いて
、発熱性の収縮反応が平衡になることを防ぐ、選択性通気弁のような方法101で構成され
る。
【０１１０】
　望ましい実施例では、水素源121と水素の超過圧力を適用することによって、電解槽は
ゼロ電圧ギャップで作動する。ここでは、圧力制御装置122と116によって、超過圧力を制
御できる。陰極106で水を水素と水酸化物に分解し、また陽極104で水素を陽子に酸化でき
る。電解槽エネルギー反応装置の実施例は、真空下のより低エネルギー水素を取り除く、
逆の燃料電池幾何学を包括する。この実施例の望ましい陰極106には、変更された気体拡
散層があり、第１のテフロン膜フィルタと第２のカーボン紙／テフロン膜フィルタの合成
層を含む気体ルー卜方法から成る。更なる実施例は、容器100の上部で凝縮装置140との接
続を除いて、閉じることができる反応容器を含む。セルを沸騰時に運転し、沸騰する電解
質102から放出される蒸気を凝縮装置140で凝縮し、凝縮された水を容器100に戻すことが
できる。より低エネルギー状態の水素は、凝縮装置140の上部を通って流れる。１つの実
施例で凝縮装置は、放出される電解ガスに接触する、水素／酸素の再結合器145を含む。
水素と酸素は再結合され、結果として生じる水が容器100に戻る。電解生成された水素原
子（分子）の電子を、「基底状態」より低エネルギー準位へ誘導遷移させる発熱反応から
放出される熱、および電解発生する標準水素と酸素の再結合によって放出される熱は、凝
縮装置140に接続した熱交換器60（図5）によって取り除かれる。
【０１１１】
　　外部の場がない真空では、水素原子（分子）が収縮遷移するよう誘導するエネルギー
孔は、ｍ×27.21eV(ｍ×48.6eV)（mは整数）である。原子（分子）が真空と異なる媒体に
ある時、この共鳴収縮エネルギーを変更できる。例えば、応用電場や外部磁場発生器75に
よって供給される固有か応用磁場を持つ、電解水溶液102にある陰極106に吸収される水素
原子（分子）がある。このような条件下で必要なエネルギー孔は、ｍ×27.21eV(ｍ×48.6
eV)とはわずかに異なるかもしれない。従って、これらの条件下で運転する際、共鳴収縮
エネルギーと共鳴するレドックス（電子伝達）エネルギーを有する、電気触媒作用イオン
とカップル反応体を含むエネルギー孔の源を選択できる。1.4ボルトないし5ボルトの電圧
範囲でセルが作動し、ニッケル陰極106を使用して水溶液102を電解する場合、K+/K+およ
びRb+(Fe3+/Li+およびSc3+/Sc3+)電気触媒作用イオンとカップルが、水素原子（分子）を
収縮させる望ましい実施例である。
【０１１２】
　陰極は水素原子（分子）を供給し、水素原子（分子）とエネルギー孔の源（電気触媒作
用イオンかカップル）が接触している陰極表面で、収縮反応が起こる。従って、収縮反応
は陰極の表面領域に依存する場合がある。一定の電流密度では、水素原子（分子）単位面
積あたり一定の濃度を与えると、表面積が増加し収縮反応を起こすための反応体が増加す
る。更に、陰極の表面積の増加によって、電解効率を改良させる電解槽の抵抗が減少する
。ニッケル陰極を含む電解槽の望ましい陰極は、高い表面領域、冷間引抜／加工された表
面のような重圧硬化した表面、および多くの粒子境界などの特性を持つ。
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【０１１３】
　電解槽エネルギー反応装置の望ましい実施例では、エネルギー孔の源の陰極表面への冷
間加工を含む方法によって機械的に、エネルギー孔の源を陰極に取り込むことができる；
陰極表面へのエネルギー孔の源の融解や、陰極表面と接触しているエネルギー孔の源の溶
液の溶媒蒸着などの方法によって熱的に、および電解沈着、イオン衝撃、真空沈着などの
方法によって静電気的に、エネルギー孔の源を陰極に取り込むことができる。
【０１１４】
　収縮反応速度は、陰極106の構成に依存する場合がある。水素原子（分子）は、収縮反
応を経てエネルギーを生成する反応体である。従って、陰極は高い濃度の水素原子（分子
）を効率的に供給しなければならない。陰極106は、要素、化合物、合金、または導体か
半導体の混合物から成る。これは、遷移元素と化合物、アクチニドやランタニド元素と化
合物、およびIIIB族とIVB族の元素と化合物を含む。遷移金属（元素）は、程度の差はあ
るが、金属（元素）によって水素ガスを原子に解離する。ニッケルやチタンは、容易に水
素分子を解離するので、水素原子の収縮の望ましい実施例である。陰極は、吸収される水
素原子（分子）のエネルギーを変更し、収縮反応エネルギーに影響を及ぼす。エネルギー
孔と共鳴収縮エネルギーの問に、共鳴を供給する陰極物質を選択できる。水素原子の収縮
に触媒作用を及ぼす対イオンとして、炭酸塩を持つK+/K＋電気触媒作用カップルの場合、
陰極物質と反応速度の関係は次の通りである
　　Pt＜pd＜＜ti,fe＜ni
【０１１５】
これは、これらの物質が水素原子を吸収する時放出されるエネルギーの、反対の順番かも
しれない。従って、この電気触媒作用カップルにとっては、電子エネルギーのわずかの摂
動で、水素原子を弱く吸収する陰極を使用し、反応速度を高めることができる。
　更に、媒体が磁化強磁性媒体のような非線形媒体の時、共鳴器空洞の結合と、それらの
間のエネルギー伝達の強化を増強できる。従って、常磁性か強磁性の陰極、非線形磁化媒
体は、水素原子の共鳴収縮エネルギーと電気触媒作用イオンかカップルを含むエネルギー
孔の結合を増加し、反応速度を高める。あるいは、磁場発生器75で磁場を適用できる。陰
極の磁場は、吸収される水素のエネルギーを変更し、付随的に共鳴収縮エネルギーを変更
する。また磁場は、反応に伴う電子のエネルギー準位を変更し、電気触媒作用の反応（エ
ネルギー孔）のエネルギーを摂動する。磁場の強度および陰極の磁気特性が選択され、磁
場発生器75によって収縮反応速度一出力を最適化するよう応用される。望ましい強磁性陰
極は、ニッケルである。
【０１１６】
　ニッケル陰極を含む電解槽の陰極の望ましい清浄方法は、およそ0.57M　X2CO3（XはK+

を含む電解質のアルカリ陽イオン）を含む、塩基性の電解質溶液内で陰極に陽極処理を施
し、約3％H2O2のような希薄溶液H2O2に陰極を浸すことだ。清浄方法の更なる実施例では
、第１の陰極と同じ物質の第２の電極を持つ循環ボルト測定器（voltametry）が作動する
。次に、陰極を蒸留水で十分に濯ぐ。陰極表面の有機物質は、電解的に生成される水素原
子（分子）の電子を、「基底状態」より低エネルギー準位に遷移するよう誘導する、触媒
反応を抑制する。この方法による清浄は、陰極表面から有機物質を取り除き、陰極表面に
酸素原子を加える。陰極の陽極処理やH2O2での陰極の清浄によって、ニッケル表面などの
金属（元素）表面を酸素原子でドーピングすると、出力は増加する。そのため、水素と分
子水素との再結合は減少し、また吸収される水素の共鳴収縮エネルギーを、K+/K+(Sc3+/S
c3+)電気触媒件用カップルなどのエネルギー孔の源で供給されるエネルギー孔に適合させ
る、水素原子（分子）と金属（元素）の間の結合エネルギーも減少する。
【０１１７】
　異なる陽極物質には、水を酸化させる、異なるオーバーポテンシャルがあり、オームの
損失を引き起こすこともある。低いオーバーポテンシャルの陽極は効率を増加させる。望
ましい陽極は、ニッケル、プラチナ、および白金チタンなどの次元的に安定した陽極であ
る対イオンとして炭酸塩が使用される、K+/K+電気触媒作用カップルの場合、ニッケルが



(31) JP 2008-201671 A 2008.9.4

10

20

30

40

50

望ましい陽極であるニッケルはまた、塩基性溶液での使用にとっても、ニッケル陰極と共
に望ましい陽極である。ニッケルは、プラチナと比較して安価であり、電解の間未加工の
ニッケルを陰極に電気メッキすることもできる。
【０１１８】
　白金チタン陽極などの次元的に安定した陽極を清浄する望ましい方法は、約５分間陽極
をおよそ3MHClに入れ、次に蒸留水で濯ぐことである。
　水素原子収縮の場合、陰極106の表面の水素原子は水素ガスを形成し、この水素原子は
陰極表面に気泡を形成する。これらの気泡は、水素原子と電気触媒作用イオンかカップル
の間の境界層として機能する。陰極および／または電解溶液102を振動させたり、振動装
置112で超音波を適用したりすることによって、境界を改善できる；および、電解溶液102
に湿潤剤を加えて、水の表面張力を減少させ、気泡形成を防ぐ方法もある。表面の滑らか
な陰極かワイヤ陰極の使用は、ガスの被着を防ぐ。また、出力制御装置108のオンオフ回
路で供給される間欠電流は、周期的な水素原子の補給を供給する。この水素原子は水素ガ
ス形成によって放散され、境界層の形成をもたらす過剰の水素ガス形成を防ぎながら溶液
へ拡散される。
【０１１９】
　収縮反応は温度に依存する場合がある。ほとんどの化学反応では、温度がそれぞれ10℃
上昇する度に、反応速度が倍になる。温度の上昇によって、水素原子（分子）と電気触媒
作用イオンかカップルの間の衝突速度が高まり、収縮反応速度が高まる。室温からの大き
い温度エクスカーションで、エネルギー孔と共鳴収縮エネルギーが程度の違いに適合する
よう、反応体の運動エネルギー分布を完全に変更できる。速度は、これらのエネルギーの
コンホメーションや、共鳴の程度に比例し得る。収縮反応速度－エネルギー生成速度を最
適化するよう、温度を調整できる。K+/K+電気触媒作用カップルの場合、望ましい実施例
では、発熱器114で熱を適用して、室温より高い温度で反応させる
【０１２０】
　収縮反応は、電流密度に依存する場合がある。電流密度の増加は、ある面では温度増加
と同等である。衝突速度が高まると、反応体のエネルギーは、電流密度と共に増加する。
つまり、反応体の衝突速度を高めることによって、速度を高めることができる；しかし、
エネルギー孔や共鳴収縮エネルギーのコンホメーションで増加した反応体エネルギーの効
果によって、速度が増減す場合がある。また、増加した電流は、オーム加熱によってより
多くのエネルギーを放散し、水素原子の収縮の場合、水素気泡を形成するかもしれない。
しかし、高い気体流は、いかなる水素ガス境界層をも減少させる気泡を除去する。過剰エ
ネルギー生成を最適化するために、出力制御装置108で電流密度を調製できる。望ましい
実施例では、電流密度は、１平方センチメートルあたり１ミリアンペアないし1000ミリア
ンペアの範囲にある。
【０１２１】
　水の電解溶液102のpHは、収縮反応速度に影響を及ぼすことができる。電気触媒作用イ
オンかカップルが陽荷電の場合、pHの増加は、陰極でヒドロニウムの濃度を減少させる；
従って、電気触媒件用イオンかカップルの陽イオンの濃度が増加する。反応体の濃度が増
加すると反応速度も高まる。Rb＋またはK+/K+（SC3+/SC3+）イオンかカップルの場合、望
ましいpHは塩基性（7.1-14）である。
　電解溶液102の電気触媒作用イオンかカップルの対イオンは、遷移状態のエネルギーを
変更し、収縮反応速度に影響を及ぼすことができる。例えば、水素原子を持つK+/K+電気
触媒作用カップルの遷移状態合成物は、プラス２の電荷を持ち、不利かもしれない３つの
物体衝突を伴う。マイナス２に荷電したオキシアニオン（0xanion）は、２個のカリウム
イオンを結合できる；こうして、より低エネルギーの中性の遷移状態合成物を供給する。
その形成は二分衝突に依存し、非常に有利である。速度は、オキシアニオンを持つ合成物
の一部としての、カリウムイオンの分離距離に依存する場合がある。分離距離が大きいほ
ど、それらの間の電子の伝達が不利になる。カリウムイオンの近接並置は、速度を高める
だろう。K+/K＋カップルを使用する場合、対イオンの反応速度の関係は次式となる。
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　　　　　　OH-＜Po3-4、HPO2-3＜SO2-4＜＜Co2-3
【０１２２】
　従って、プレーナーのマイナス２に荷電したオキシアニオンは、K+/K＋電気触媒作用カ
ップルの対イオンとしてより望ましい。この陰イオンには、K十イオンの近接並置を供給
する、K十の少なくとも２個の結合部位を持つ炭酸塩が含まれる。また、炭酸塩の対イオ
ンは、電気触媒作用イオンのより望ましい対イオンである。
　間欠電流、オンオフ、電解回路から成る出力制御装置108は、反応体エネルギーの最大
限のコンホメーションを供給する時間の関数として、電場の最適化を提供し過剰熱を増加
させるだろう。また、オームと電解の出力損失を最少にしながら、水素原子（分子）の最
適な濃度を供給する。更に、水素原子の収縮の場合には、水素ガス境界層の形成を最少に
する。周波数、デューティサイクル、ピーク電圧、ステップ波形、ピーク電涜、およびオ
フセット電圧は、オームと電解の出力損失を最少にしながら、最適な収縮反応速度と収縮
反応出力を達成するよう調整される。対イオンとして炭酸塩、陰極としてニッケル陽極と
してプラチナを持つK+/K＋電気触媒作用カップルを使用する場合、望ましい実施例では、
次を持つ間欠方形波を使用できる：約1．4ボルトないし2．2ボルトのオフセット電圧；約
1．5ボルトないし3．75ボルトのピーク電圧；陰極の表面積の１平方センチメートルあた
り約1mAないし100mAのピーク電流；約5％ないし90％デューティサイクル；約１Hzないし1
500Hzの範囲の周波数。
【０１２３】
　収縮反応を繰り返すことによって、一層エネルギーが放出される。収縮した原子（分子
）は、陰極格子に拡散する。陰極106を使用すると、水素原子（分子）の多重収縮反応が
容易になる。１つの実施例で、電気触媒作用イオンかカップルに亀裂性で多孔性な陰極を
使用することで、それは金属（元素）格子を含む格子に拡散した、収縮した原子（分子）
に接触できる。更なる実施例で、電解の間水素原子（分子）を供給する物質の交互層の陰
極を使用する。この物質には、遷移金属（元素）と電気触媒作用イオンかカップルが含ま
れる。例えば、周期的または反復的に拡散して、電気触媒作用イオンかカップルと接触す
る、収縮した水素原子（分子）がある。
【０１２４】
　収縮反応は、媒体の誘電率に依存する場合がある。媒体の誘電率は陰極で電場を変更し
、付随的に反応体のエネルギーを変更する。異なる誘電率の溶媒は、異なる溶媒和エネル
ギーを有する。溶媒の誘電率は、電解のためオーバーポテンシャルを低下させ、電解効率
を改良する。エネルギー孔と共鳴収縮エネルギーのコンホメーションを最適化し、電解効
率を最大にする電解溶液102に、水を含む溶媒を選択できる。
　反応溶液内の水素の溶解度は、溶液上の水素圧に正比例する場合がある。圧力の上昇に
よって、陰極106での反応体水素原子（分子）の濃度が増し、その結果速度が高まる。し
かし、水素原子の収縮の場合、これはまた水素ガス境界層の発達を助長する。圧力調整器
116によって、水素圧を制御し収縮反応速度を最適化できる。
【０１２５】
　望ましい実施例で電解槽の陰極106は、水素あふれ出し触媒を含む触媒作用物質から成
る。これは、後述の「加圧気体エネルギー反応装置」の節で解説されている。他の実施例
で陰極は、薄膜の伝導シェルから成る多重の空洞容器を含む。この場合、より低エネルギ
ー水素は薄膜を通って拡散し、それぞれの容器内に集まり、その中で不均化反応を起こす
。
　少なくとも容器100（図６）と凝縮装置140（図６）と熱交換器60（図５）に存在する熱
電対を使って、出熱をモニターできる0サーミスタをモニターし出力変更法を制御する、
電算化されたモニタリングと制御システムによって出力を制御できる。
【０１２６】
（加圧気体エネルギー反応装置）
　加圧気体エネルギー反応装置は、第１容器200（図７）から構成される。これは、以下
を含む水素源を包含する：金属（元素）－水素溶液からの水素、水素化物からの水素、熱
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解離を含む水解離からの水素、水電解からの水素、または水素ガス。水素原子を収縮する
反応装置の場合、反応装置は更に、以下を含む解離物質のような分子水素を原子水素に解
離する方法から成る：要素、化合物、合金、または遷移元素や内部遷移元素の混合物、鉄
、プラチナ、パラジウム、ジルコニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc、Cr、Mn、
Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、Hg、Ce
、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭素）
、および層間に挿入されたCs炭素（黒鉛）または光子源205によって供給されるUV光を含
む電磁放射能。解離した水素原子（分子）は、電気触媒作用イオンとカップルを含む、熔
敵液体、気体、または個体のエネルギー孔の源に接触する。これは、私の先の米国特許出
願に記述されており、ここに参照する：タイトル「エネルギー／物質転換方法と構造（En
ergy / Matter Conversion Methods and Structures）」、通し番号08/467,051、1995年6
月6日提出、一部継続出願、通し番号08／416,040、1995年4月3日提出、一部継続出願、通
し番号08/107,357、1993年8月16日提出、一部継続出願、通し番号08/075,102（Dkt.99437
）、1993年6月11日提出、一部継続出願、通し番号07/626,496、1990年12月12日提出、一
部継続出願、通し番号07／345,628、1989年4月28日提出、一部継続出願、通し番号07/341
,733、1989年4月21日提出。加圧気体エネルギー反応装置は更に、選択性通気弁のような
、（分子の）より低エネルギー水素を取り除き、発熱性の収縮反応が平衡になることを防
ぐ方法201から構成される。１つの実施例は、冷点でより低エネルギー水素通気弁を持つ
、熱交換器60（図5）としての熱パイプがある。
【０１２７】
　この発明の加圧気体エネルギー反応装置の望ましい実施例は、分子水素を原子水素に解
離する物質から成る内部表面240を持つ、第１反応容器200で構成される。この物質は以下
を含む：要素、化合物、合金、または遷移元素と内部遷移元素の混合物、鉄、プラチナ、
パラジウム、ジルコニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc、Cr、Mn、Co、Cu、Zn、
Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、Hg、Ce、Pr、Nd、Pm
、Sm、Eu、Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭素）、および層間
に挿入されたCs炭素（黒鉛）。更なる実施例では、内部表面240は陽子導体で構成される
。第１反応容器200を第２反応容器220内で密封できる。またそれは、圧力測定／制御法22
2と223によって制御される圧力下で、源221から水素を受け取る。望ましい実施例で水素
圧は、10-3ないし100気圧の範囲にある。第１容器200の壁250は、水素透過性であり得る
。外部表面245および／または外部容器220は、共鳴収縮エネルギーに等しいエネルギー孔
の源を持つ。１つの実施例でエネルギー孔の源は、熔融、液体、または個体のエネルギー
孔を含む混合物か溶液である。
他の実施例で電流は、エネルギー孔の源を持つ物質内を流れる。反応装置は更に、電流源
225のような反応速度を制御する方法、および第１反応容器200と第２反応容器220を加熱
する加熱法230を含む。望ましい実施例では、外部反応容器220は酸素を含み、内部表面24
0はニッケル、プラチナ、またはパラジウムの１つ以上のコーティングから成る。外部表
面245は、１つ以上の銅、テルリウム、ヒ素、セシウム、プラチナ、またはパラジウム、
およびCuOx，PtOx，PdOx，MnOx,，AlOx，SiOxなどの酸化物でコーティングされる。電気
触媒作用イオンかカップルは、自動的に加熱法230や電流源225を含む再生方法によって再
生される。
【０１２８】
　他の実施例では、加圧気体エネルギー反応装置は、水素不浸透性の壁250を持つ、単一
の反応容器200だけで構成される。水素原子を収縮する反応装置の場合、以下を含む１つ
以上の水素解離物質で、内部表面240はコーティングされる：遷移元素と内部遷移元素、
鉄、プラチナ、パラジウム、ジルコニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc、Cr、Mn
、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、Hg、
Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭素
）、および層間に挿入されたCs炭素（黒鉛）。この内部表面240は、以下を含む1つ以上の
エネルギー孔の源を持つ：銅、テルリウム、ヒ素、セシウム、プラチナ、またはパラジウ
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ム、　およびCuOx，PtOx，PdOx，MnOx,AlOx、SiOxのような酸化物。他の実施例でエネル
ギー孔の源は、１個の光子か粒子の非弾性散乱反応であり得る。望ましい実施例では、光
子源205はエネルギー孔を供給し、エネルギー孔は光子による誘導放出に対応する。水素
原子を収縮する反応装置の場合、光子源205は水素分子を水素原子に解離する。少なくと
も１つのおよそｍ×27.21eV, ｍ／２　×27.21eV、または40．8eVのエネルギーの光子を
生成する光子源は、水素原子が収縮反応を起こす際、エネルギーの誘導放出を引き起こす
。他の望ましい実施例では、少なくとも１つのおよそｍ×48.6eV、95．7eV、またはｍ×3
1．94eVのエネルギーの光子を生成する光子源は、水素分子が収縮反応を起こす際、エネ
ルギーの誘導放出を引き起こす。
【０１２９】
　加圧気体エネルギー反応装置のニッケル表面を含む、望ましい内部表面240と外部表面2
45は、高い表面領域、冷間引抜加工された表面のような重圧硬化した表面、および多くの
粒子境界などの特性を持つ。
【０１３０】
　加圧気体エネルギー反応装置の１つの実施例では、エネルギー孔の源の表面物質への冷
間加工を含む方法によって機械的に、またエネルギー孔の源の表面物質（融合）への融解
を含む方法によって熱的に、エネルギー孔の源が内部表面240と外部表面245に取り込まれ
る。更なる取り込み方法として、乾式含浸、表面物質（沈殿）と接触するエネルギー孔の
源の溶液の蒸着、イオンの衝撃、真空沈着、含浸、浸出、および電解沈着や電気メッキを
含む静電気の取り込みなどがある。ニッケルを含む内部表面240と外部表面245の望ましい
清浄方法には、およそ0.57MK2CO3（XはK+を含む電解質のアルカリ陽イオン）を含む塩基
性の電解溶液やH2O2の希薄溶液で、内部容器と外部容器を満たす方法がある。次に、内部
容器と外部容器をそれぞれ、蒸留水で十分に濯ぐ。１つの実施例では次に、容器200か容
器220の少なくとも１つを、およそ0．57MK2CO3溶液を含むエネルギー孔の溶液で満たすこ
ともできる。
【０１３１】
　更なる実施例では、収縮反応速度を高めるために、構成的および／または構造的な助触
媒がエネルギー孔の源に放り込まれる。
　加圧気体エネルギー反応装置の運転法の１つの実施例では、圧力制御法222で調節され
る圧力下で、源221から第１容器内に水素が導入される。水素原子を収縮する反応装置の
場合、光子源205によって供給されるUV光を含む解離物質か電磁放射能によって、分子水
素は原子水素に解離される。この解離された水素原子は、熔融、液体、気体、または個体
のエネルギー孔の源に接触する。原子（分子）水素は、その電子がエネルギー孔によって
より低エネルギー準位に遷移するよう誘導される際、エネルギーを放出する。代わりに、
水素は内部表面240で解離し、第１容器200の壁250を通って拡散し、外部表面245上のエネ
ルギー孔の源に接触するか、または水素原子か再結合した水素分子として熔融、液体、気
体、または個体のエネルギー孔の源に接触する。原子（分子）水素は、その電子がエネル
ギー孔によってより低エネルギー準位に遷移するよう誘導される際、エネルギーを放出す
る。自動的にか加熱法230や電流源225を含む再生方法によって、電気触媒作用イオンかカ
ップルを再生できる。（分子の）より低エネルギー水素を取り除く方法によって容器200
および／または容器220から、（分子の）より低エネルギー水素を取り除くことができる
。例えば、発熱性の収縮反応が平衡になることを防ぐ、選択性通気弁法201がある。電流
源225を持つ共鳴収縮エネルギーと等しいエネルギー孔の源を持つ物質に、電流を流して
反応速度（出力）を制御できる。そして／あるいは、第１反応容器200と第２反応容器220
を加熱法230によって加熱する。少なくとも第１容器200、第２容器220、および熱交換器6
0（図５）に存在する熱電対で、出力をモニターできる。サーミスタをモニターし出力変
更法を制御する、電算化されたモニタリングや制御システムによって、出力を制御できる
。方法201によって（分子の）より低エネルギー水素を取り除き、発熱性の収縮反応が平
衡になることを防ぐことができる。
【０１３２】



(35) JP 2008-201671 A 2008.9.4

10

20

30

40

50

　水素原子を収縮するためのエネルギー孔の生成が可能な、１個の陽イオンから別の陽イ
オンへの電子の伝達に依存する、触媒系に関するこの発明の、触媒作用物質の調製法：
●陽イオンの酸化物と水素解離物質を混合する。
●反復的焼結および粉砕によって完全に混合する。

（セラミック触媒物質の例：Ni粉末のストロンチウム酸化ニオブ(SrNb2O6):）
　セラミック触媒物質の調製法：Ni粉末のストロンチウム酸化ニオブ（SrNb206）、2.5kg
のSrNb206を1.5kgの－300メッシュNi粉末に加える。物質を混合し均質混合物を生成する
。1600℃のオーブンで、２４時間大気で粉末を焼結またはか焼する。塊を取り除くために
、物質を冷却し研摩する。160℃でもう２４時間空気で物質を再焼結する。物質を室温に
冷却し粉末化する。
【０１３３】
　水素原子の収縮のためにエネルギー孔の生成が可能な、１個の陽イオンから別の陽イオ
ンへの電子の伝達に依存する、触媒系に関するこの発明の触媒作用物質の調製法：
●溶媒に陽イオンのイオン塩を溶解する。望ましい実施例では、脱イオン脱塩水でイオン
塩は0．3ないし0．5モルの濃度に溶解される。
●溶解された塩溶液で解離物質を一様に湿らせる。
●過剰溶液を排出する。
●オープンで望ましくは220℃の温度で、湿った解離物質を乾燥させる。
●乾燥した触媒物質を粉末に粉砕する。
【０１３４】
（イオン触媒物質の例：Ni粉末の炭酸カリウム(K2CO3)）
　イオン触媒作用物質の調製法：Ni粉末の炭酸カリウム（K2CO3）、500グラムの－300メ
ッシュNi粉末に、1リットルの0.5MK2CO3水溶液を注ぐ。Ni粒子の周りのエア・ポケットを
取り除くために、物質をかき混ぜる。過剰溶液を排出する。200℃のオープンで粉末を乾
燥させる。必要ならば、塊を取り除くために物質を研摩する。
【０１３５】
（水素あふれ出し触媒）
　望ましい実施例では、触媒作用の収縮反応のための水素原子の源は、水素あふれ出し触
媒から成る。
　この発明に従った水素あふれ出し触媒は以下から成る：
●　自由水素原子か陽子を形成する水素解離物質か方法（hydrogen dissociation materi
al or means）；
●可動の自由水素原子を支持し、水素原子か陽子の流れの経路か導管を提供する導管物質
（conduit material）で、それに自由水素原子があふれ出る；
●収縮反応に触媒作用を及ぼすエネルギー孔の源（source of energy holes）、および随
意に
●前の物質が混合物、化合物、または溶液として埋め込まれている補助物質（support ma
terial）。
このような水素解離物質は水素、重水素、または三重水素を解離する表面か物質を含む。
また水素解離物質は以下を含む：要素、化合物、合金、または遷移元素や内部遷移元素の
混合物、鉄、プラチナ、パラジウム、ジルコニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc
、Cr、Mn、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、
Au、Hg、Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性
炭（炭素）、および層間に挿入されたCs炭素（黒鉛）。可動の自由水素原子を支持し、水
素原子流の経路か導管を提供するもので、それに自由水素原子があふれ出す導管物質は以
下を含む：ニッケル、プラチナ、炭素、スズ、鉄、アルミニウム、および銅とそれらの化
合物、混合物、または合金。実施例では、前の物質が混合物、化合物、または溶液として
埋め込まれる補助物質は以下を含む：
【０１３６】
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　炭素、珪石、ニッケル、銅、チタニア、酸化亜鉛、Chromia、マグネシア、ジルコニア
、アルミナ、珪石、アルミナ、およびゼオライト。実施例で他の成分の１つ以上は、電気
メッキによって補助物質に沈着する。原子水素の「収縮」の原因となるエネルギー孔の源
は、なるべくおよそｍ×27.21eV、および／または分子水素の「収縮」の原因となるもの
は、およそｍ×48.6eV（mは整数）である。これは、私の先の米国特許出願に記述されて
いる電気触媒作用イオンとカップルを含み、ここに参照する：タイトル「エネルギー／物
質転換方法と構造（Energy／Matter Conversion Methods and Structures）」、通し番号
08／467,051、1995年6月6日提出、一部継続出願、通し番号08/416,040、1995年4月3日提
出、一部継続出願、通し番号08／107,357、1993年8月16日提出、一部継続出願、通し番号
08/075,102(Dkt.99437)、1993年6月11日提出、一部継続出願、通し番号07/626,496、1990
年12月12日提出、一部継続出願、通し番号07／345,628、1989年4月28目提出、一部継続出
願、通し番号07/341,733、1989年4月21日提出。あふれ出し触媒のエネルギー孔の対イオ
ンは、以下を含む：「科学と物理学のハンドブック（Handbook of Chemistry and Physic
s）」，Robert C．Weast，Editor，58th Edition，CRC Press，West Palm Beach，Florid
a，（1974）pp．B61－B178に挙げられているもの、以下を含む有機的なイオン；安息香酸
、フタレート、サリチル酸塩、アリールスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、アルキルスルホ
ン酸塩、およびアルキルカルボン酸、および以下を含む酸無水物を形成する酸の陰イオン
：亜硫酸塩、硫酸塩、炭酸塩、重炭酸塩、亜硝酸カリウム、硝酸カリウム、過塩素酸塩、
亜リン酸塩、水素亜リン酸塩、ジヒドロゲン亜リン酸塩、リン酸塩、水素リン酸塩、およ
びジヒドロゲンリン酸塩。他の実施例で陰イオンは、その酸と酸無水物と平衡になり得る
。
【０１３７】
　水素あふれ出し触媒の官能基は、別々の種として、または１つ以上の官能基を持つ混合
物、溶液、化合物、または合金を含む化合物として別の官能基と結合される。例えば、１
つの実施例では、水素解離物質およびエネルギー孔の源は、それぞれ均質の結晶を含む。
それぞれの結晶は１個の成分を含み、これらの官能基は補助物質なしで導管物質と混合さ
れる。ところが、他の実施例では、水素解離物質とエネルギー孔の源は異質の結晶を含む
。それぞれの結晶は、両方の成分を含み、異質の結晶は補助物質をコーティングする導管
物質と混合される。第３の模範的な実施例では、エネルギー孔の源は導管物質に埋め込ま
れ、この結合した種は水素解離物質と混合される。この水素解離物質は、補助物質なしで
、同じか異なる導管物質に埋め込まれる。
【０１３８】
　この発明の水素あふれ出し触媒作用物質の調製法
●あふれ出し触媒の成分を初期湿り含浸法によって混合する。
●焼結によって成分を十分に混合する。
　この発明の水素あふれ出し触媒作用物質の更なる調製法：
●水のような適切な溶剤に混合するために、成分を分解／分散させ、溶液や混合物を乾燥
させる。
●溶剤を乾燥させて取り除く。そうしないと、湿った混合物、懸濁液、溶液が凍ったり溶
剤が昇華したりする。
●焼結によって成分を十分に混合する。
【０１３９】
　１個の陽イオンから別の陽イオンへの電子の伝達に依存する、水素原子の収縮のための
エネルギー孔の源から成る、この発明の水素あふれ出し触媒作用物質の初期湿り調製法：
●適切な重量の陽イオンのイオン塩を適切な量の溶剤で溶解する。望ましい実施例でイオ
ン塩は、脱イオン脱塩水で溶解される。
●物質の気孔がちょうど満たされるように、溶かされた塩溶液で導管水素解離物質を一様
に湿らすことによって、初期湿りの導管水素解離物質を調製する。必要な溶剤の総量は、
適切な量であり得る。最終的な物質の陽イオンのイオン塩の重量パーセントは、適切な量
の溶剤に溶かされた、陽イオンのイオン塩の適切な重量によって決定される。
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●一定の湿り具合を保証するために、湿った物質を機械的に混合する。
●初期湿りの導管水素解離物質を、なるべく150℃のオープンで乾燥させる。実施例では
、陽イオンの対イオンが、化学的になるべく酸化物に分解するまで物質を加熱する。
●エネルギー孔の物質の導管一水素解離の源から成る、乾いた物質を粉状に砕く。
●任意的に、乾いた粉状の物質と、導管物質と柿助物質が混合された粉末を含む、更なる
水素解離物質を機械的に混合する。
（イオン水素あふれ出し触媒作用物質の例：１％―Pd-on-黒鉛炭素粉の重量比４０％の硝
酸カリウム（KNO3））
　１キログラムのイオン水素あふれ出し触媒作用物質の調製法：１％－Pd－On一黒鉛炭素
粉の重量比40％の硝酸カリウム（KNO3）、0.40kgのKNO3は１リットルのH20に溶かされる
。初期湿りには、－300メッシュ黒鉛粉のグラムあたり1mlのH20が必要であり、また最終
的な物質に重量比40％のKNO3含有量を達成するために、黒鉛炭素粉グラムあたり0.67グラ
ムのKNO3が必要である。懸濁液が混合される際、水のKNO3溶液を0．6kgの１％一Pd－on一
300－メッシュ黒鉛炭素粉にゆっくりと加える。次に懸濁液を気化皿に載せ、150℃のオー
ブンに１時間入れる。加熱によって、水が懸濁液から蒸発する。KNO3被覆1％一Pd－on一
黒鉛炭素は、粉状になるまですり砕くことができる。
【０１４０】
　１個の陽イオンから別の陽イオンへの電子の伝達に依存する、水素原子を収縮するため
のエネルギー孔の源から成る、この発明の水素あふれ出し触媒作用物質の他の初期湿り調
製法：
　適切な重量の陽イオンのイオン塩を、適切な量の溶剤で溶解する。望ましい実施例では
、イオン塩を脱イオン脱塩水で溶解する。
●物質の気孔がちょうど満たされるように、溶かされた塩溶液で一様に導管物質を湿らせ
ることによって、初期湿りの導管物質を調製する。必要な溶剤の総量は、適切な量であり
得る。最終的な物質の陽イオンのイオン塩の重量パーセントは、適切な量の溶剤で溶解さ
れた陽イオンのイオン塩の適切な重量によって決定される。一定の湿り具合を保証するた
めに、湿った物質を機械的に混合する。
●なるべく150℃のオーブンで、初期湿りの導管物質を乾燥させる。実施例では、陽イオ
ンの対イオンが化学的になるべく酸化物に分解するまで、物質を加熱できる。
【０１４１】
●導管物質とエネルギー孔の源からなる、乾いた物質を粉状に砕く。
●乾いた粉状の物質を、導管物質と補助物質を混合した粉末を含む水素解離物質と機械的
に混合する。
（イオン水素あふれ出し触媒作用物質の例：重量比５％の１％-Pd-on-黒鉛炭素粉を持つ
黒鉛炭素粉の重量比４０％の硝酸カリウム（KNO3））
　１キログラムのイオン水素あふれ出し触媒作用物質の調製法：重量比５％の1％－Pd－O
n一黒鉛炭素粉を持つ黒鉛炭素粉の重量比40％の硝酸カリウム（KNO3）、0.67kgのKNO3を
１リットルのH20で溶解する。初期湿りは、一300メッシュ黒鉛粉のグラムあたり1mlのH20
を必要とし、また最終的な物質の重量比40％のKNO3含有量を達成するために、黒鉛粉のグ
ラムあたり0.40グラムのKNO3が必要である。懸濁液を混合する際、水のKNO3溶液を0．55k
gの黒鉛粉にゆっくりと加える。次に懸濁液を気化皿に載せ、１時間150℃のオーブンに入
れる。加熱によって水は懸濁液から蒸発する。KNO3一被覆黒鉛は、粉状になるまですり砕
かれる。粉末の重量を測定できる。約50グラム（KNO3被覆黒鉛の重量の5％）の1％－Pd－
On－－300一メッシュ黒鉛炭素粉は、KNO3被覆黒鉛炭素粉と混合できる。
【０１４２】
（模範的な触媒作用物質の使用法の例）
　触媒作用物質を、加圧可能な容器200の中に入れる。容器内の大気汚染物質を取り除く
ために、容器をHe、Ar、またはNeなどの不活性ガスで洗い流すことができる。容器が概し
て20ないし140PSIGの水素で加圧されるまで、容器とその含有物を運転温度、概して100℃
ないし400℃で加熱する。
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　実施例でエネルギー孔の源は、炭素層間に挿入されたカリウムイオン（K+/K+）やルビ
ジウムイオン（Rb+）である。他の実施例では、エネルギー孔の源は、電気触媒作用イオ
ンかカップルとその還元された金属形のアマルガムである。例えば、ルビジウムイオン（
Rb＋）とルビジウム金属やカリウムイオン（K+/K+）とカリウム金属がある。
【０１４３】
　実施例で水素原子の源は、熱いフィラメントや格子に水素ガス流を吹き付けることを含
む、水素解離法である。このフィラメントや格子は、1800℃のような高温でTi、Ni、Fe、
W、Au、Pt、Pdなどのフィラメントや格子を含む、熱い耐火性金属である。この分離法は
水素イオンや水素原子を供給し、これらは原子の運動量によってエネルギー孔の源と接触
する。あるいは、水素原子とイオンはあふれ出し触媒にスパッターする。加圧気体反応装
置の１つの望ましい実施例では、圧力調整器222およびポンプ法223によって低圧力が維持
され、分子水素への水素原子組換を最少にし、（分子の）より低エネルギー水素を取り除
く。
【０１４４】
　実施例で水素原子の源は、以下を含む水解離物質を水素原子と酸素に解離する水である
：要素、化合物、合金、または遷移元素と内部遷移元素、鉄、白金、パラジウム、ジルコ
ニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc、Cr、Mn、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru
、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、Hg、Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd、Tb
、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭素）、層間に挿入されたCs炭素（黒
鉛）などの混合物。更なる実施例では、熱源と温度制御法230によって高温で水解離物質
を維持できる。水素あふれ出し触媒を含む実施例では、水素源はニッケル、コバルト、鉄
、または白金群金属などの改質物質上で再構成され得る天然ガスを含む炭化水素から、水
素原子や二酸化炭素まである。更なる実施例では、熱源と温度制御法230によって、改質
物質を高温で維持できる。他の実施例では、水素原子の源は金属水素化合物の分解から発
生し侍る。この分解は、熱源と温度制御法230で、金属水素化物の温度を制御することに
よって制御され得る。他の実施例では、例えば、水素解離物質など他の物質で電気メッキ
する方法によって、水素化物をコーティングできる。
【０１４５】
　望ましい実施例では、生成物阻害を防ぐために、収縮反応の生成物、（分子の）より低
エネルギー水素を取り除くことができる。こうして、順エネルギー発生反応速度は高めら
れる。より低エネルギー（分子）水素を取り除く１つの方法として、より低エネルギー水
素のスキャベンジャを反応混合物に供給する方法がある。スキヤベンジャは生成物を／に
吸収／反応し、より低エネルギー、水素、および結果として生じる種が反応混合物から取
り除かれる。他の実施例では、触媒上で吸収されるより低エネルギー水素は、容器200を
通って流れる、ヘリウムなどの不活性分子か原子との置換えによって取り除かれる。
【０１４６】
　他の目的、特徴、触媒作用技術の特性、およびSatterfieldが記述したような関連要素
の調製法、作用および機能がこの発明に応用されており、ここに参照する[Charles N．Sa
tterfield，「産業上の不均質触媒作用（Heterogeneous
Catalysis in Industrial Practice）」，Second Edition，McGraw－Hill，Inc．，New Y
ork，（1991）水素原子の電子がより低エネルギー状態に遷移する触媒反応を利用して、
エネルギーを放出するための加圧気体エネルギー反応装置に関するこの発明に、触媒作用
技術を応用した。これは、断熱曲線反応装置、流動層反応装置、輸送ライン反応装置、「
マルチ－管」反応装置、管や管を取り囲む触媒作用物質内の流体を含む熱交換法を持つリ
バース「マルチ－管」反応装置、触媒作用物質の流動層から成る「マルチ－管」反応装置
やリバース「マルチ－管」反応装置などの使用を包括する。更には、エネルギー孔の溶媒
化合された（solvated）源、水素あふれ出し触媒や水素ガスなど、浮遊した水素解離物質
を含む実施例では、反応装置は、細流層反応装置、気泡カラム反応装置、懸濁液反応装置
からなる。
【０１４７】
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　例えば、望ましい実施例では、流動層反応装置200は、水素あふれ出し触媒作用物質を
含む：重量比５％の1％－Pd－On一黒鉛炭素粉を持つ黒鉛炭素粉の、重量比40％の硝酸カ
リウム（KNO3）。反応水素ガスは、なるべく約20ないし100mmの範囲の粒度を持つ、細か
く分割された個体の触媒作用物質の層を通って上昇する。これは高度に撹拌され、流体の
多くの特性を有している。低気圧分離符275は、層に粉体（fines）を返す。水素の圧力と
流量率は、圧力および流量率制御法222によって制御される。なるべく大気圧かそれより
わずかに高い圧力で、対応する最高線形速度は60cm／s未満でもよい。
【０１４８】
（エネルギー孔の気体の源）
　電気触媒作用および／または不均化反応によるエネルギー放出のための、望ましい水素
ガスエネルギー反応装置の中で、水素原子の電子は、気相でより低エネルギー状態に遷移
する。この反応装置は以下から構成される：真空か大気圧より大きな圧力を持つことが可
能な容器200（図７）；水素源221；圧力と水素の容器への流れを制御する方法222；気相
の原子水素源、および気相のエネルギー孔の源。
【０１４９】
　反応容器200は、セラミック、ステンレス、タングステン、アルミナ、IncoloyやIncone
l（耐熱合金）などの温度抵抗物質から成る真空か圧力容器から成る。
　実施例では、気相の水素原子の源は、水素解離法である。これは、Ti、Ni、Fb、W、Au
、Pt、Pdなどのフィラメントか格子を含む、熱い耐火性の金属のような熱いフィラメント
か格子280に、1800℃のような高温で水素ガス流を吹き付ける方法を含む。解離法は、水
素イオンばかりでなく水素原子も供給し、原子の運動量がそれらをエネルギー孔の源と接
触させる。エネルギー孔の一気体の一源の気体反応装置の実施例では、圧力調製器222、
圧力測定／ポンプ法223によって低圧が維持され、水素原子の分子水素への組換を最小に
する。サーボループ285によって一定の抵抗で運転される、熱いフィラメントや格子で放
散される出力を測定することによって、圧力を測定できる。このサーボループ285は、電
圧／電流測定法、電源、および運転抵抗で、水素圧に対するフィラメントか格子の出力放
散が構成されている、電圧／電流制御装置で構成される。他の実施例では、原子水素源は
分子水素の解離によって水素原子を供給する、水素解離物質を１つ以上含む。この水素解
離物質は、水素、重水素、または三重水素を解離するための表面か物質を含む。これは、
以下のような水素あふれ出し物質を含む：炭素のパラジウムや白金と要素、化合物、合金
、遷移元素と内部遷移元素の混合物、鉄、白金、パラジウム、ジルコニウム、バナジウム
、ニッケル、チタン、Sc、Cr、Mn、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、H
f、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、Hg、Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb
、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭素）、および層間に挿入されたCs炭素（黒鉛）が含まれる
。１つの実施例では水素と水素化物の非平衡状態は、温度と水素圧を制御することによっ
て維持され、気相で原子水素を供給する。他の実施例で原子水素源は、出口で1800ないし
2000Kまで電子衝撃によって加熱される、タングステン毛細管で構成される。例えば、Bis
chlerが記述した原子水素源があり、ここに参照する[Bischler, U.; Bertel, B., J. Vac
 Sci. Technol., A．（1993），11（2）458－60]。更なる実施例では、水素収縮反応で放
出されるエネルギーによって、タングステン毛細管を加熱できる。他の実施例で原子水素
源は、帰納的に結合されたプラズマ流動管で構成される。例えば、Gardnerが記述したも
のがあり、ここに参照する[Gardner，W．L．，J．Vac．Sci．Technol.,A．（1995），13
（3,Pt.1），763－6]。Gardnerのセンサで、水素解離断片を測定できる。
【０１５０】
　エネルギー孔の源を、反応容器内のセラミックの舟形290のような、化学的に抵抗力が
ある開いた容器に入れることができる。あるいは、エネルギー孔の気体の源が、反応容器
に移行できるよう連結する容器に入れることもできる。
　エネルギー孔の気体の源は、気体エネルギー反応装置の高い運転温度で昇華、沸騰、お
よび／または揮発するものを含む。この反応装置の中で、収縮反応が気相で起こる。例え
ば、RbNo3aとKNO3はそれぞれ、分解する温度よりはるかに低温で揮発する[C．J．Hardy，
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B．O．Field，J．Chem．Soc．，（1963），pp．5130-5134]。１つの実施例のイオン水素
あふれ出し触媒作用物質：重量比5％の1％－Pd－on一黒鉛炭素粉を持つ、黒鉛炭素粉の重
量比40％のカリウムかルビジウム硝酸塩は、カリウムかルビジウム硝酸塩が揮発性である
温度で運転される。更なる生成物の不均化反応、より低エネルギー水素原子は、付加的熱
エネルギーを放出する。
【０１５１】
　望ましい実施例では、エネルギー孔の源はRbF, RbCl, RbBr, RbI, Rb2S2, RbOH, Rb2SO

4,Rb2CO3, Rb3PO4,やKF, KCl, KBr, KI, K2S2, KOH, K2SO4, K2CO3, K3PO4, K2GeF4のよ
うな熱的に安定したルビジウムかカリウムの塩である。更に、原子水素の「収縮」を引き
起こすおよそｍ×7.21eV（mは整数）、および／または分子水素の「収縮」を引き起こす
およそｍ×48.6eV（mは整教）の望ましいエネルギー孔の源は、電気触媒作用イオンとカ
ップルを含む。これは、私の先の米国特許出願に記述されている電気触媒作用イオンとカ
ップルを含み、ここに参照する：タイトル「エネルギー／物質転換法と構造（Energy/Mat
ter Conversion Method and Structures）」、通し番号08/467,051、1995年6月6日提出、
一部継続出願、通し番号08／416,040、1995年4月3日提出、一部継続出願、通し番号08／1
07,357、1993年8月16日提出、一部継続出願、通し番号08／075,102（Dkt．99437）、1993
年6月11日提出、一部継続出願、通し番号07/626，496、1990年12月12日提出、一部継続出
願、通し番号07／345,628、1989年4月28日提出、一部継続出願、通し番号07/341,733、19
89年4月21日提出。対イオンは次の書に挙げられているものを含み、ここに参照する[「化
学と物理学のハンドブック（Handbook of Chemistry and Physics）」，Robert C．Weast
，Editor，58th Edition，CRC Press，West Palm Beach，Florida,（1974）pp．B61－B17
8]。望ましい陰イオンは、水素還元と熱分解に安定し、またエネルギー反応装置の運転温
度で揮発性であり得る。
【０１５２】
　次に述べる化合物は、気体エネルギー反応装置内のエネルギー孔の望ましい気体の源で
ある。より高い温度は、エネルギー孔の源のより高い蒸気圧をもたらし、反応速度を高め
る；しかし、総圧力の増加は、水素原子から水素分子への組換割合を増加する。次に述べ
るそれぞれの模範的な場合では、エネルギー反応装置の運転温度は、最適な反応速度を供
給する温度であり得る。実施例でセル温度は、（最高の）エネルギー孔の源の融点より約
50℃高い（２個の陽イオン－電気触媒作用カップルの間の電子移動から成る、エネルギー
孔の場合）。水素圧を約200ミリトルで維持し、熱いフィラメントか格子280（図７）で分
子水素を解離できる。
【０１５３】
（単一イオン触媒（電気触媒作用イオン）：）
　単一イオン触媒（電気触媒作用イオン）は、水素原子の収縮のためのエネルギー孔を生
成できる。元素記号に続く番号（n）は、原子のn番目のイオン化エネルギーであることを
示す。例えば、Rb＋＋27.28eV＝Rb2＋十e－（融点＝（MP）；沸点＝（BP））。
触媒作用イオン　　n　　　 n番目のイオン化エネルギー
　　　Mo2＋　　　　3　　　　　　27．16
　　　Mol2
　　　Ti2＋　　　　3　　　　　　27．49
　　　TiCl2（MP＝subl H2, BP= d475℃vac）
　　　（TiCl4 / Ti metal）
　　　Rbl＋　　 　2             27.28
      RbNO3(MP=310℃,BP=subl))
      Rb2S2(MP=420℃、BP＝volat＞850)
      RbI(MP=647℃、BP=1300℃)
【０１５４】
（２イオン触媒（電気触媒作用カップル）：）
　２イオン触媒（電気触媒作用カップル）は、水素原子の収縮のためのエネルギー孔を生
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成できる。イオンに続く行の番号（n）は、原子のn番目のエネルギーであることを示す。
例えば、K＋＋31.63eV＝K2＋＋e－and　K＋＋e－＝K＋4．34eV（融点＝（MP）；沸点＝（
BP））。
【０１５５】
【表１】
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【表６】

【０１５６】
　陰イオンを水素で還元できる実施例では、陰イオンは化学的に安定している。例えば、
還元の生成物は陰イオンを安定させるために気体電池に加えられる。更なる実施例では、
陰イオンを継続的か断続的に取り替えることができる。硝酸塩イオンの場合、生成物アン
モニアを容器から取り除き、硝酸塩を酸化させ、セルに戻すことができる。１つの実施例
では、容器からコンデンサーに収集することによって、生成物アンモニアを取り除いたり
、912℃のような高温で、白金やイリジウムスクリーン上で硝酸塩に酸化させたりできる
。更なる実施例では、気相の触媒作用の水素収縮反応を最適化する際、水素圧を減少させ
て、アンモニア反応への硝酸塩イオンを最小にできる。実施例では、熱いフィラメントや
格子280（図７）上の分子水素の解離によって、水素原子は低圧を生じる。分子水素の低
圧は、水素供給221、水素流動制御法222、水素圧測定／真空法223によって維持される。
圧力測定／ポンプ法223によって、出口でポンプで排出される量に対する入口を通る供給
を、制御装置222で調製することによって、水素圧を低圧に維持できる。硝酸塩の分解を
最小にしながら、出力を最大にするよう圧力を調整できる。最適な水素圧は、約１トル未
満のこともある。実施例で気相の水素原子の源は、水素ガス流を含む水素解離法であり得
る。この水素ガス流は、Ti、Ni、Fe、W、Au、n、Pdなどのフィラメントか格子を含む、熱
い耐火性の金属のような熱いフィラメントか格子280に、1800℃のような高温で吹き付け
られる。フィラメントか格子上や、エネルギー孔の気体の源に、水素分子の源を導くこと
ができる。水素原子の圧力と流動は、（硝酸塩イオンのような）エネルギー孔の源の対イ
オンの衝突が、熱いフィラメントか格子に接触するのを妨げる。こうして、フィラメント
か格子上での陰イオンの熱分解や還元が防がれる。他の実施例では、格子電極287がフィ
ラメントや格子を取り囲むことによって、陰電位が維持される。格子電極では、水素原子
はフィラメントや格子から移行でき、陰イオンは熱いフィラメントや格子に接触できない
。こうして、陰イオン（対イオン）の熱／化学破壊が防がれる。
【０１５７】
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　実施例でエネルギー孔の源は、気相で対の陽イオンー陰イオンを含む、電気触媒作用イ
オンか電気触媒作用カップルである。気相では、対の陽イオンー陰イオンは外部の源方法
75（図５）によって解離される。この外部の源方法75は、例えば、粒子源75bおよび／ま
たは光子源75aおよび／または熱源、音のエネルギー、電場、または磁場を含む。望まし
い実施例では、対の陽イオンー陰イオンは、熱源230によって熱的に解離されるか、光子
源205（図７）によって光解離される。
【０１５８】
　エネルギー孔の気体の源を持つ気体エネルギー反応装置の他の実施例では、エネルギー
孔の源は細分化装置295で細分化され、エネルギー孔の気体の源を供給する。細分化装置
の望ましい実施例では、舟形加熱法299のような加熱法で原子は沸騰、昇華、蒸発し、ま
た気体の原子はイオン化して、エネルギー孔の源を形成する。このエネルギー孔の源には
、ここに参照してある私の先の特許出願で記述した、電気触媒作用イオンか電気触媒作用
カップルが含まれる。１つの実施例で原子は、加熱法230、熱いフィラメントか格子を含
む水素原子源280、または帰納的に結合されたプラズマ流動管などによって熱的にイオン
化される。例えば、気体エネルギーセル（図７）は舟形290内にルビジウムかカリウム金
属を含む。舟形290では、加熱法230および／または299によって舟形の温度を制御するこ
とによって、蒸気圧が制御される。水素分子は、熱いフィラメントか格子280上で原子に
解離される。気相のルビジウム（カリウム）金属は、同じか異なる熱いフィラメントか格
子280によってRb＋（K＋）にイオン化される。Rb＋（K＋/K＋）電気触媒作用イオン（カ
ップル）は、水素原子を収縮するエネルギー孔の源の役割を果たす。他の実施例では、熱
いフィラメントか格子280は金属から成る。あるいは、エネルギー孔の源である陽イオン
として沸き立つ金属で、電気メッキすることもできる。例えば、Mo2＋イオン（Mo2＋電気
触媒作用イオン）は、熱いモリブデンフィラメントか格子280からエネルギーセル200の気
相に入る。また、熱いモリブデンフィラメントか格子280は、水素分子を水素原子に解離
する。更なる例として、Ni2＋とCu+イオン（Ni2＋／Cu＋電気触媒作用カップル）は、熱
いニッケル、熱い銅、熱いニッケル－銅合金フィラメント、または格子280などからエネ
ルギーセル200の気相に入る。他の実施例では、図５の光子源75aと粒子源75bは、電子ビ
ームも含めて、気相内の原子などの種をイオン化し、エネルギー孔の源を形成する。エネ
ルギー孔の源には、ここに参照してある私の先の特許出願で記述した、電気触媒作用イオ
ンや電気触媒作用カップルが含まれる。他の実施例では、揮発している反応体によって、
原子かイオンが化学的にイオン化される。例えばイオン種は、原子かイオンを酸化か還元
することによって、エネルギー孔の源を形成する。
【０１５９】
　気相のエネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）の源の量、および／または原子
かより低エネルギー水素の濃度を制御することによって、気体エネルギー反応装置の出力
を制御できる。反応装置内に存在する、エネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）
の揮発性の源の初期の量、および／または温度制御法230で反応装置の温度を制御するこ
とによって、エネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）の気体の源の濃度を制御で
きる。温度制御法230によって、エネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）の揮発
性の源の蒸気圧が決定される。更に、反応装置温度は、触媒作用の水素収縮反応の速度を
変えることによって、出力を制御する。原子水素源280が供給する原子水素量を制御する
ことによって、原子水素の濃度を制御できる。例えば、気相の水素原子の量を制御するた
めに、以下を制御することができる：熱いフィラメントか格子、電子衝撃によって加熱さ
れるタングステン毛細管、あるいは帰納的に結合されたプラズマ流動管の上か中を通る水
素の流動；帰納的に結合されたプラズマ流動管内に放散される出力；電子衝撃によって加
熱される熱いフィラメントか格子、またはタングステン毛細管の温度；水素の圧力と非平
衡状態で維持される水素化物の温度、およびポンプ法223でセルから「再一結合」水素を
取り除く速度。収縮反応速度を制御する他の方法として、非反応的な気体源299で非反応
的な気体の圧力を制御すること、非反応的な気体流動制御法232、および圧力測定とポン
プ法223などがある。不活性ガスのような非反応的な気体は、エネルギー孔（電気触媒作
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用イオンかカップル）の源と水素原子の間の衝突や、より低エネルギー水素不同変化反応
をもたらす衝突と競争する。不活性ガスには、He、Ne、Arが含まれる。このような反応非
反応性「反応クエンチング」ガスには、更に二酸化炭素や窒素が含まれる。
【０１６０】
　圧力測定法222と223で圧力をモニターしながら、水素値制御法222で水素をセルに締め
出すことによって、水素の部分的圧力を更に制御できる。望ましい実施例では、気体エネ
ルギー反応装置の加熱法230で、温度を制御することによって、水素圧を制御できる。こ
の気体エネルギー反応装置は、更に以下のような金属水素化物や他の水素化物などの水素
貯蔵法を含む：塩水の水素化物、チタン水素化物、バナジウム、ニオブ、およびタンタル
水素化物、ジルコニウムとハフニウム水素化物、希土類水素化物、イットリウムとスカン
ジウム水素化物、遷移元素水素化物、金属間水素化物、およびそれらの合金。これは、Mu
eller、Blackledge, Libowitzらによる技術書に記述されており、ここに参照する[W．M．
Mueller，J．P．Blackledge, and G．G－Libowitz，「金属水素化物（Metal Hydrides）
」，Academic Press，New York，（1968），「金属間化合物の水素I（Hydrogen in Inter
－metalic Compounds I），Edited by L・Schlapbach, Springer－Verlag，Berlin，and
「金属間化合物の水素II（Hydrogen in Intermetalic  Compounds II）」，Edited by L
．Schlapbach，Springer-Verlag，Berlin」。セルの温度は、温度制御と測定法230によっ
て制御され、水素貯蔵物質と平衡な水素の蒸気圧が、望ましい圧力となり得る。１つの実
施例では、水素と水素化物の非平衡状態は、温度と水素圧を制御することによって維持さ
れ、原子水素を供給する。いくつかの実施例で、以下のような水素貯蔵法がある：希土類
水素化物には約800℃の運転温度；ランタン水素化物には約700℃の運転温度；ガドリニウ
ム水素化物には約750℃の運転温度；ネオジム水素化物には約750℃の運転温度；イットリ
ウム水素化物には約800℃の運転温度；スカンジウム水素化物には約800℃の運転温度；イ
ッテルビウム水素化物には約800－900℃の運転温度；チタン水素化物には約450℃の運転
温度；セリウム水素化物には約950℃の運転温度；プラセオジム水素化物には約700℃の運
転温度；ジルコニウムチタン（50％／50％）水素化物には約600℃の運転温度；Rb/RbHやK
/KHなどのアルカリ金属／アルカリ金属水素化物混合物には約450℃の運転温度、およびBa
/BaH2などのアルカリ土類金属／アルカリ土類水素化物混合物には約900－1000℃の運転温
度。
【０１６１】
　少なくとも容器200と熱交換器60（図５）の中では、熱電対で出熱をモニターできる。
以下の方法で収縮反応速度をモニターできる：より低エネルギー水素遷移を経て放出され
た電子や光子の紫外線や電子分光学、より低エネルギー水素のX線光電子分光学（XPS）、
および質量分光学、ラマンか赤外線分光学、および分子のより低エネルギー水素（dihydr
ino）のガスクロマトグラフィー。XPSの見地から、より低エネルギー水素原子と分子は、
標準水素よりも高い結合エネルギー種と確認される。質量分光学の見地から、dihydrino
は、質量対電荷比2（m／e＝2）の種と確認される。これは、電子銃エネルギーの関数とし
て、イオン電流を記録することによって、標準水素より高い電離電位を持つ。dihydrino
は、以下のカラムを持つガスクロマトグラフィーによって低温で確認される：液体窒素温
度で活性炭素（炭）カラム、Rt－アルミナカラムのようなオルソ水素からパラを分離する
カラム、または液体窒素温度で標準水素がdihydrinoより高い程度で保たれるHayeSepカラ
ム。ラマンか赤外線分光学の見地から、dihydrinoは、標準水素と比較するとより高い振
動／回転エネルギー準位を持つ分子と確認される。電算化されたモニタリングと制御シス
テムによって、出力を制御できる。これは、サーミスタ、スペクトロメーター、ガスクロ
マトグラフをモニターし、出力の変更方法を制御する。方法201によって（分子の）より
低エネルギー水素を取り除き、発熱性の収縮反応が平衡になることを防ぐことができる。
【０１６２】
　エネルギー孔の気体の源を持つ気体エネルギー反応装置の他の実施例では、炭化水素の
燃焼のような熱分解反応によって、水素原子は生成される。この時、エネルギー孔の触媒
作用の源は、水素原子と共に気相内に存在し得る。望ましい方法では、熱分解反応は内燃
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焼機関で起こる。燃料を持つ炭化水素か水素は、燃焼の間に蒸発（気体化）するエネルギ
ー孔の源から成る。望ましい方法では、エネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）
の源は、以下のような熱的に安定したルビジウムかカリウムの塩である：
【０１６３】
RbF, RbCl, RbBr, RbI, Rb2S2, RbOH, Rb2SO4, および、
Kf, KCl, KBr, KI, K2S2, KOH, K2SO4, K2CO3, K3PO4, K2CeF4。電気触媒作用イオンかカ
ップルの付加的な対イオンには、湿化／乳化剤を含む有機的な陰イオンがある。他の実施
例では、燃料を有する炭化水素か水素は更に、乳化した電気触媒作用イオンかカップルを
含む、混合物や溶媒化されたエネルギー孔の源として水を含む。熱分解反応の間、水は更
なる水素原子の源の役割を果たす。水素原子の源は、エネルギー孔の源によって触媒作用
を受ける収縮反応を起こす。エネルギー孔内で、水を水素と酸素に解離する物質から成る
シリンダかピストンヘッドのような表面で、水は熱的／触媒作用的に水素原子に解離され
る。水解離物質は、以下を含む：要素、化合物、合金、または混合物か遷移元素と内部遷
移元素、鉄、白金、パラジウム、ジルコニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc、Cr
、Mn、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、Tc、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、
Hg、Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu,Gd、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭
素）、および層間に挿入されたCs炭素（黒鉛）。
【０１６４】
（気体エネルギー反応装置（気相水素収縮反応）の出力密度）
　以下の方程式の番号は、Millsによるもの示す[Mi11s，R．，「正統量子力学の総括統合
論（The Grand Unified Theory of Classical Quantum Mechanics）」，（1995），Techn
omic Publishing Company，Lancaster，PA]。共鳴収縮、方程式（5.22－5.30）、を引き
起こす不均化反応の速度、rm.m2.pは、反応体と共鳴エネルギー伝達の効率の間の衝突速
度に依存する。これは、速度定数、Km.m2.p、（方程式（5.47））の生成物、水素かhydri
no原子の総数、NH、およびアクセプタhydrino原子によって供給される、ドナーhydrino原
子からエネルギー孔への共鳴収縮エネルギーの伝達の効率、E（方程式（6．33））、によ
って与えられる。
【０１６５】

【数３８】

【０１６６】
　この時、rはドナーとアクセプタの間の距離、Jはドナーhydrino原子の共鳴収縮エネル
ギー分配とアクセプタhydrino原子によって供給される、エネルギー孔の分配の間の重な
りの積分、ηは誘電率、およびK2はドナーとアクセプタ遷移モーメントの相互配向の関数
である。より低エネルギー水素原子の電子遷移は、無放出エネルギー伝達によってのみ起
こる；こうして、ドナーの蛍光の量子収率、　　ψD、方程式（6．37）は1に等しい。共
鳴収縮を引き起こす不均化反応の速度、rm.m2.pは、
【０１６７】
【数３９】

【０１６８】
　方程式（6．38）の因子1／2は、衝突の二重計算を修正する[Levine，I.,「物理化学（P
hysical Chemistry）」，McGraw-Hill Book Company，New York，（1978），PP．420－42
1]。出力　Pm.m2pは、遷移速度の生成物、方程式（6．38）、および不均化反応のエネル
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【０１６９】
【数４０】

【０１７０】
　この時、Vは体積である。気相の不均化反応にとって、エネルギー伝達効率は１である
。方程式（6．39）への
　　　E＝1, P=2, m=1, m=2, V=1m3 N=３×1021, T=675K　　　　(6.40)
の置換えによって与えられる出力は
　　　Pm,m’ ,P=1GW(1kW/cm3) 　　　　　　　　　　　　　　　(6.41)
　水素のより低エネルギー状態への反応が、水素かhydrino原子を有するエネルギー孔の
触媒作用の源の反応によって起こる場合、反応速度は、反応体と共鳴エネルギー伝達の効
率の間の衝突速度に依存する。単位体積あたりのnH水素かhydrino原子を含む気体にとっ
て、水素かhydrino原子／電気触媒作用イオンの単位体積あたりの衝突速度、ZH[αH/p] C
atalyst単位体積あたりそれぞれ半径、αH/p と速度、VHとnC「電気一触媒作用」イオン
を持ち、それぞれ半径、rcatalystと速度、VCを持つものは、Levineによって与えられて
いる[Levine，I．，「物理化学（Physical Chemistry）」，McGraw－Hill Book Company
，New York，（1978），PP．420－421]。
【０１７１】

【数４１】

　平均速度、Vavg,を温度、T、から計算できる[Bueche，F・J.,「科学者と技術者のため
の物理入門（Introduction to Physics for Scientists and Engineers）」，McGraw－Hi
11 Book Company，New York，（1986），pp．261-265]。
【０１７２】

【数４２】

【０１７３】
　この時、Kはボルツマン定数である。方程式（5．44）の方程式（5．42）への置き換え
によって、温度、T、に関して単位体積あたりの衝突速度は、ZH[αH/p] Catalystとなる
。
【０１７４】

【数４３】

　共鳴収縮を引き起こす触媒反応の速度、rm.pは、体積あたりの衝突速度の生成物、ZH[
αH/p] Catalyst、体積、V、および方程式（6．37）で与えられる共鳴エネルギー伝達の
効率、Eによって与えられる。
【０１７５】
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出力、Pm.pは、遷移速度の生成物、方程式（6.45）、および遷移エネルギー、方程式（5.
8）によって与えられる。
【０１７６】

【数４５】

気相触媒作用の収縮反応で、その中のエネルギー孔の源が、水素かhydrino原子と共に、2
7.21eVのイオン化エネルギーを有する単一の陽イオンである場合、エネルギー伝達効率は
１である。ルビジウム(Rb+)は、27.28eVの第2イオン化エネルギーを有する電気触媒作用
イオンである。方程式（6.46）への
【０１７７】

【数４６】

の置換えによる方程式（5．9）、（5．10）、および（5．8）で与えられる反応のための
出力は次式となる。
【０１７８】
　      Pm.p.=55MW(55W/cm

3)  (6.48)
水素のより低エネルギー状態への触媒反応が表面で起こる場合、吸収された水素かhydrin
o原子と、電気触媒作用イオンの微分表面相互作用のために、エネルギー伝達効率は1未満
である。次の時、
　　　　　　　　　　E＝0.001　　　　　　　(6.49)
方程式（6．46）と（6．47）で与えられる出力は
　　　　　Pm.p＝55MW（55W/cm3）     　     (6.50)
　それほど効率的でない触媒系は、3個の共鳴器空洞の連結に依存する。例えば、電子移
動は、水素かhydrino原子のためのエネルギー孔から成る2個の陽イオンの間で起こる。反
応速度は、触媒作用の陽イオンと水素かhydrino原子の間の衝突速度か、それぞれの収縮
反応に付随した電子伝達を持つ、共鳴エネルギー伝達の効率に依存する。共鳴収縮を引き
起こす触媒反応の速度、rm.pは、単位体積あたりの衝突速度の生成物、ZH[αH/p] Cataly
st、体積、V、および方程式（6．37）で与えられる共鳴エネルギー伝達の効率、Eeによっ
て与えられる。この時、rは反応容器内の陽イオン間の平均距離から与えられる。
【０１７９】
【数４７】

　出力、Pm.pは、遷移速度の生成物、方程式（6.51）、および遷移エネルギー、方程式(5
.8)で与えられる
【０１８０】
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【数４８】

　3個の共鳴器空洞の連結器に依存する触媒系は、カリウムに関連がある。例えば、カリ
ウムの第2イオン化エネルギーは、31.63eVである。このエネルギー孔は、明らかに共鳴吸
収には高すぎる。しかし、K＋はKに還元される時、4.34eVを放出する。K+からK2+とK+か
らKの化合は、その結果、純エネルギー変化、27．28eVを持つ。カリウムイオンによる、
水素かhydrino原子の気相の触媒作用の収縮反応の場合を、27.28eVのエネルギー孔を持つ
電気触媒作用カップルとして考えなさい。エネルギー伝達効率は、方程式（6．37）で与
えられる。この時、rは反応容器内の陽イオン間の平均距離から与えられる。K＋濃度が３
×1022(K+/m3)の時、rはおよそ５×10-9mとなる。J＝1、ψD＝1、K2＝1、TD＝10－13sec
（KH+の振動周波数に基づく）、および方程式（5.8）でm＝1の時、エネルギー伝達効率、
Ecは、およそ0.001である。方程式（6．52）への
　　　　E＝0.001, P=1, m=1, V=1m3, NH=３×1022, Nc=３×1021,
　　　　mc=6.5×10-26Kg,rC=1.38×10-10m,T=675K　　　　(6.53)
の置換えによる方程式（5．13）、（5．14）、および（5．8）で与えられる反応のための
出力は、次式となる。
　　　　　Pm.p=300MW(300W/cm

3)　　　　      　　(6.54)
【０１８１】
（気体放電エネルギー反応装置）
　気体放電エネルギー反応装置は、水素同位元素ガスで満たされた、グロー放出真空チャ
ンバ300（図8）から成る。これは、オゾン発生器型コンデンサー、調節弁325を迫ってチ
ャンバ300に水素を供給する水素源322、および陰極305と陽極320の間に電流を通す電圧と
電流源330を含む。オゾン発生器型コンデンサー気体放電セルを含む1つの実施例では、ガ
ラスかセラミックのmoietyなど誘電性の障壁で、電極の1つを遮蔽できる。望ましい実施
例で、陰極は更に、原子水素に「収縮」を引き起こすおよそｍ×21eV（mは整数）のエネ
ルギー孔の源、および／または分子水素に「収縮」を引き起こすおよそｍ×48.6eV（mは
整数）のエネルギー孔の源から成る（私の先の米国特許出願に記述されている電気触媒作
用イオンとカップルを含み、ここに参照するタイトル「エネルギー／物質転換方法と構造
（Energy Matter Conversion Methods and Structures）」、通し番号08/467，051、1995
年6月6日提出、一部継続出願、通し番号08／416,040、1995年4月3日提出、一部継続出願
、通し番号08／107,357、1993年8月16日提出、一部継続出願、通し番号08／075,102（Dkt
．99437）、1993年6月11日提出、一部継続出願、通し番号07／626,496、1990年12月12日
提出、一部継続出願、通し番号07/345，628 1989年4月28日提出、一部継続出願、通し番
号07／341,733、1989年4月21日提出。水素原子の収縮に望ましい陰極305は、パラジウム
陰極であり、パラジウムから放出電流への電子電離によって、共鳴エネルギー孔が供給さ
れる。水素原子の収縮に望ましい第2の陰極305は、以下から成る：少なくとも1個のベリ
リウム、銅、白金、亜鉛、およびテルリウムを含む、放出電流への電子移動によるエネル
ギー孔の源、および光子源350で供給されるUV光を含む電磁放射線の源のような水素解離
法、または以下を含む水素解離物質：遷移要素と内部遷移要素、鉄、白金、パラジウム、
ジルコニウム、バナジウム、ニッケル、チタン、Sc、Cr、Mn、Co、Cu、Zn、Y、Nb、Mo、T
c、Ru、Rh、Ag、Cd、La、Hf、Ta、W、Re、Os、Ir、Au、Hg　Ce、Pr、Nd、Pm、Sm、Eu、Gd
、Tb、Dy、Ho、Er、Tm、Vb、Lu、Th、Pa、U、活性炭（炭素）、および層間に挿入されたC
s炭素（黒鉛）。反応装置は更に、電子ドナー種から電子が伝達される際、放出電流に放
散されるエネルギーを制御し、水素原子（分子）にエネルギー孔を供給する方法を含む。
例えば、圧力制御装置325と電流（電圧）源330がある。気体放電エネルギー反応装置は更
に、（分子の）より低エネルギー水素を取り除き、発熱性の収縮反応が平衡になることを
防ぐ方法301を含む。例えば、選択性通気弁がある。
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【０１８２】
　気体放電エネルギー反応装置の他の実施例では、エネルギー孔の源は、非弾性の光子か
粒子散乱反応の1つであり得る。望ましい実施例では、光子源350がエネルギー孔を供給し
、そこではエネルギー孔は光子の誘導放出に一致する。水素原子を収縮する反応装置の場
合、光子源350は水素分子を水素原子に解離する。少なくとも1つのおよそｍ×27.21eV、
ｍ／２×27.21eV、または48eVのエネルギーの光子を生成する光子源は、水素原子が収縮
反応をする際、エネルギーの誘導放出を引き起こす。他の望ましい実施例では、少なくと
も1つのおよそｍ×48.6eV,95.7eV,またはm×31．94eVのエネルギーの光子を生成する光子
源350は、水素分子が収縮反応をする際、エネルギーの誘導放出を引き起こす。
【０１８３】
　他の実施例では、磁場ジェネレータ75（図5）で磁場を適用し、非線形の媒体であり得
る気体イオンの磁化プラズマを生成できる。媒体が非線形であると、共鳴器空洞の連結、
およびそれらの間のエネルギー伝達が強化される。このように、応用磁場強度を供給し調
整することによって、反応速度（エネルギー孔、電気触媒作用イオンかカップルへの水素
原子の共鳴収縮エネルギーの伝達）を、高めたり制御したりできる。
【０１８４】
　気体放電エネルギー反応装置の運転法の1つの実施例では、源322の水素は、調節弁325
を迫ってチャンバ300の中に導かれる。電流源330から、陰極305と陽極320の間に電流が流
れる。この陰極は、原子水素の「収縮」を起こすおよそｍ×27.21eV（mは整数）のエネル
ギー孔の源と、分子水素の「収縮」を起こすおよそｍ×48.6eV（mは整数）のエネルギー
孔の源から成る。これに、水素が接触する。望ましい実施例では、電子は陰極305にある
電子ドナー種から放出電流に伝達され、水素原子（分子）にエネルギー孔を供給する。水
素原子を収縮する反応装置の場合、陰極305の解離物質、または光子源350によって供給さ
れるUV光を含む電磁放射線の源によって、分子水素を原子水素に解離できる。ここで解離
した水素原子は、溶融、液体、気体、または個体状態のエネルギー孔の源に接触する。電
子がより低エネルギー準位に遷移するようエネルギー孔によって誘導される際、原子（分
子）水素はエネルギーを放出する。電子が電子ドナー種から伝達される際、放出電流に放
散されるエネルギーは、水素原子（分子）の共鳴収縮エネルギーに等しい、エネルギー孔
を供給するよう制御される。このために、源322の気体圧力は圧制御装置325によって、ま
た電圧は電流（電圧）源330によって制御される。少なくとも陰極305、陽極320、および
熱交換器60（図5）に存在する熱電対で、出熱をモニターできる。電算化されたモニタリ
ングと制御システムによって、出力パワーを制御できる。これは、サーミスタをモニター
し出力の変更法を制御する。方法301によって（分子の）より低エネルギー水素を取り除
き、発熱性の収縮反応が平衡になることを防ぐことができる。
【０１８５】
　気体放電エネルギー反応装置の他の実施例で、望ましい陰極305は、あふれ出し触媒を
含む触媒作用物質から成る。これは、「加圧気体エネルギー反応装置」の節で解説してあ
る。
　他の実施例では、気体放電エネルギー反応装置は、エネルギー孔の気体の源から成る。
ここでは収縮反応が気相で起こり、気体の水素原子が、分子水素ガスの放出によって供給
される。更なる実施例では、エネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）の気体の源
を生成する放出電流によってエネルギー孔の気体の源を供給できる。この放出には、K＋/
K＋を形成するカリウム金属、Rb＋を形成するルビジウム金属、またはTi2＋を形成するチ
タン金属などの中の放出がある。実施例には、水素同位元素ガスで満たされた、グロー放
電チャンバ3が含まれる。エネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）の源が気相に
昇華、沸騰、または揮発するような高温で、グロー放電セルを運転できる。実施例では、
エネルギー孔（電気触媒作用イオンかカップル）の源の対イオンは、ルビジウム水素化物
（Rb＋電気触媒作用イオン）および／またはカリウム水素化物（K＋／K＋電気触媒作用カ
ップル）のような水素化物陰イオン（H-）であり得る。
【０１８６】
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　実施例でエネルギー孔の源は、気相の対の陽イオン－陰イオンから成る、電気触媒作用
イオンか電気触媒作用カップルであり得る。例えば、粒子源75bおよび／または光子源75a
および／または熱源、音響エネルギーT、電場、または磁場などを含む外部の源方法75（
図5）によって、対の陽イオンー陰イオンは解離される。望ましい実施例では、対の陽イ
オンー陰イオンは熱源75（図）5によって熱的に解離されるか、光子源350（図8）によっ
て光解離される。
【０１８７】
（冷却法）
　この発明の更なる実施例には、この発明の電解槽（図6）、加圧水素気体電池（図7）、
および水素気体放電セル（図8）などから成る、冷却法がある。ここで、標準水素源では
なく、より低エネルギー原子（分子）の水素源が供給される。より低エネルギー水素原子
は、より高エネルギー状態に反応する。この時、次の方程式で与えられるような触媒作用
の収縮反応の逆に応じて、熱エネルギーの吸収が伴う：（4－6）；（7－9）；（10－12）
；（13－15）；（16－18）；（48－50）；（51－53）；（54－56）；（57－59）；（60－
62）；（63－65）；（66－68）；（69－71）；（72－74）および（75－77）。より低エネ
ルギー水素分子は、より高エネルギー状態に反応する。この時、次の方程式で与えられる
ような触媒作用の収縮反応の逆に応じて、熱エネルギーの吸収が伴う：（78－80）；（81
-83）；（84－86）；（88－90）および（91-93）。この実施例で、方法101（図6）、201
（図7）および301（図8）は、選択性通気弁のような標準水素を取り除く役割を果たし、
吸熱反応が平衡になることを防ぐ。
【０１８８】
（少なくともより低エネルギー水素原子および／またはより低エネルギー水素を含む物質
の合成）
　この発明は更に、より低エネルギー水素原子を含む分子から成る。より低エネルギー水
素は、周期表にあるいかなる原子や既知の有機的／無機的な分子、化合物、金属、非金属
、または半導体と反応することによって、より低エネルギー水素原子や分子を含む有機的
／無機的な分子、化合物、金属、非金属、または半導体を形成できる。より低エネルギー
水素を持つ反応体は、中立原子、負／陽電荷の原子および分子イオン、および遊離基を含
む。例えば、より低エネルギー水素を水か酸素と反応させ、より低エネルギー水素と酸素
を含む分子を形成したり、単独でイオン化したヘリウムと反応させ、ヘリウムとより低エ
ネルギー水素を含む分子を形成できる。また、より低エネルギー水素を、金属と反応させ
ることもできる。電解槽エネルギー反応装置の1つの実施例では、陰極での運転中に生成
されたより低エネルギー水素を、陰極と反応させることによって、それに組み入れること
ができる；こうして、金属のより低エネルギー水素物質が生成される。全てのこのような
反応で、反応速度と生成物収量は、熱および／または圧力を適応することによって増加す
る。
【０１８９】
　より低エネルギー水素分子（dihydrino）は、標準水素の燃焼によって、水素ガスから
浄化される。酸素をサンプルと混合して浄化させ、サンプルを発火させることができる。
dihydrinoの浄化法の第2の実施例では、サンプルは水素再結合器の上を流れ、気体流で標
準水素と反応して水を形成する。第3の実施例では、より低エネルギー水素分子（dihydri
no）は、この発明の電解質エネルギー反応装置の陰極に集められる。例えば陰極には、ニ
ッケル陰極か炭素陰極を含む金属陰極がある。外部から加熱するか陰極に電流を流すこと
によって、標準水素が優先的に気体を放出する最初の温度まで、容器の中で陰極を加熱で
きる。標準水素をポンプで送り、次にdihydrino気体が放出され集められる2番目に高い温
度まで、陰極を加熱できる。第4の実施例では、ガスクロマトグラフィーを含む低温ろ過
（cryofiltration）によって、低温でガスサンプルを浄化する。ガスクロマトグラフィー
は、例えば、液体窒素温度の活性化炭素（炭）カラム、Rt-Aluminaカラムのようにオルソ
水素からパラを分離するカラム、または標準水素がdihydrinoより多く保たれる液体窒素
温度のHayeSepカラムを持つものである。第5の実施例では、ガスサンプルは、低温蒸留（
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cryodistillation）によって浄化される。ここで標準水素は、液化され気体のより低エネ
ルギー水素（dihydrino）から分離される。液体ヘリウム内での液化によって、dihydrino
を濃縮できる。
【０１９０】
（本論の実験的な検証）
（例１）
　MillsおよびGoodによる記事[Mills，R．Good，W．，「水素の分数量子エネルギー準位
（Fractional Quantum Energy Levels of Hydrogen）」，Fusion Technology. Vol．28，
No．4，November，(1995)，PP．1697－1719]には、以下が記述されている：正確で信頼で
きる熱測定法、流動熱量測定による、水の炭酸カリウムの電解中に放出される過剰熱の測
定；X線光電子分光学（XPS）による、分数量子エネルギー準位－hydrinol内の、水素原子
の実験的な同定；暗黒物質からの軟線の放出による、分数量子エネルギー準位一hydrino
一内の、水素原子の実験的な同定；イオン化エネルギー測定性能を持つ高精度磁気セクタ
ー質量分光学による、分数量子エネルギー準位－dihydrino一分子内の、水素分子の実験
的な同定、および概要。
【０１９１】
（概要：）
　水素の分数量子エネルギー準位、およびより低エネルギー水素を生成する放熱反応を予
測する完結した理論は他にもある［Mills，R．，「正統量子力学の総括統一論（The Gran
d Unified Theory of Classical Quantum Mechanics），（1995），Technomic Publishin
g Company，Lancaster，PA　右より提供：Hydro Catalysis Power Corporation，Great V
alley Corporate Center，41 Great Va11ey Parkway，Malvern，PA 19355，R．Mills；「
空間時間、力、物質、エネルギーの統一（The Unification of Spacetime，the Forces，
Matter，and Energy），（Technomic Publishing Company，Lancaster，PA，1992）」。
【０１９２】
　過剰な出力と熱は、水の炭酸カリウムの電解中に観測された。ニッケル陰極における水
の炭酸カリウムのパルス電流電解の流動熱量測定は、単一セルデュワーで実行された。24
.6ワットからの平均出力は、4.73ワットという平均人力パワー（電圧×電流）を5より大
きい因子で越えた。実験の全期間に渡る総入力エネルギー（電圧×電流の積分）は5.72MJ
だった；ところが、総出力エネルギーは29.8MJだった。電解質を炭酸カリウムから炭酸ソ
ーダに変えても、過剰な熱は観測されなかった。熱源は、電気触媒作用的な放熱反応に割
り当てられ、これによって水素原子の電子は、従来の「基底状態」未満の量子化されたエ
ネルギー準位に遷移するよう誘導される。これらのより低エネルギー状態は、分数量子数
に相当する：n＝1／2、1／3、1／4、・・・27.2eVのエネルギーシンクを供給する、対の
カリウムイオン（K+/K+電気触媒作用カップル）が存在する時、これらのより低エネルギ
ー状態への遷移が誘導される。
【０１９３】
　n＝1／2水素原子の同定で、H（n＝1／2）が報告される。水の炭酸カリウム電解槽と水
の炭酸ソーダ電解槽のニッケル陰極のサンプルが、XPSによって分析された。中心点が54.
6eVである幅広いピークが、炭酸カリウムセルの場合にだけ存在した。H（n＝1／2）の（
真空での）結合エネルギーは54.6eVである。従って、理論上のH（n＝1／2）の結合エネル
ギーと測定されたものと、見事に一致する。
　H（n＝1／8）に低められたhydrinoの更なる実験的な同定は、Mills他による別の説明に
見られる。これはLabovとBowyer [S．Labov and S．Bowyer，「天体物理学ジャーナル（A
strophysical Journal）」，371（1991）810 of the Extreme UV Center of the Univers
ity of California，Berkeley]が観測した、暗黒の恒星間媒体の軟X線放出に関するもの
である。実験的なスペクトルと、提案された遷移の予測されたエネルギー値は、顕著に一
致する。
【０１９４】
　2個のH（n＝1／2）原子の反応生成物、dihydrino分子は、質量分光学（Shrader Analyt
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ical & Consulting Laboratories）によって確認された。ニッケル陰極で軽水K2CO3電解
質の電解の間に放出された、低温ろ過された（cryofiltered）気体の質量スペクトルによ
ると、dihydrino分子、H2（n＝1／2）が標準分子水素、H2（n＝1）の15.46eVより高い電
離エネルギー、約63eVを持つことが証明される。高精度（0.001AMU）の磁気セクター質量
分光器による燃焼後の気体分析は、70eVで公称質量2の2つのピークと25eVで1つのピーク
の存在を示唆した。分子水素の同じ分析は、25eVで1つだけのピーク、70evで1つのピーク
を示唆する。70eVでの燃焼後のサンプルの場合では、水素分子イオンのピークとして1つ
のピーク、H+2（n＝1）が割り当てられ、またわずかに大きい磁気モーメントを有するdih
ydrino分子のピークとして、1つのピーク、H+2（n＝1／2）が割り当てられた。
【０１９５】
（例２）
　「融合工学（Fusion Technology）」[Mills，R.,Good，W．，Shaubach，R．，「Dihydr
ino分子同定（Molecule Identification）」，25，103（1994）]の1994年1月版で、Mills
他は、3セットの熱生成と「灰」同定のデータを再調査し提示
した。これには、Hydro Catalysis Power Corporation（実験　＃1－＃3）と
Thermacore、Inc．（実験＃4－＃14）の研究が含まれている。
【０１９６】
（概要：）
　Mills他は、Mills理論を支持する実験証拠を報告している。この理論によると、放熱反
応が起こると、その中で水素原子と重水素原子の電子が、「基底状態」未満の量子化され
た位置エネルギー準位まで緩和するよう、この遷移を誘導するエネルギー孔と共鳴するレ
ドックスエネルギーのK＋とK＋、Pd2＋とLi＋、またはPdとO2などの電気化学反応体によ
って誘導されるという。パルス電流の熱量測定、および水の炭酸カリウム（K＋／K＋電気
触媒作用カップル）の連続的な電解が、ニッケル陰極で実行された。41ワットからの過剰
出力は、電解電圧と電流の生成物によって与えられる総入力パワーを、8よりも大きい因
子で越えた。放熱反応の「灰」は、「基底状態」未満のエネルギー電子を持つ原子であり
、分子を形成すると予測される。予測された分子は、酸素との反応性の不足、低温ろ過（
cryofiltration）による分子量水素からの分離、および質量分光器の分析などによって確
認された。
【０１９７】
　軽水K2CO3電解質（K＋／K＋電気触媒作用カップル）の電解中に放出される気体とニッ
ケル陰極との燃焼は、不完全だった。不燃焼の気体を質量分光分析（Air Products & Che
micals、Inc．）することによって、主にm／e＝2ピークをもたらす種が、水素とは異なる
m／e＝1からm／e＝2への生産効率を持つに違いないということが論証された。また、不燃
焼の気体のm／e＝2ピークにおける更なる質量分光分析によって、dihydrino分子、H2（n
＝1/2）、がH2より高いイオン化エネルギーを有することが論証された。
【０１９８】
　Mills他による未処理データの分析によると、China Lake海軍空軍戦センター兵器部（C
hina Lake Naval Air Warfare Center Weapons Division）のMilesは、質量対電荷の比率
が4で、標準分子量水素よりも高いイオン化電位を持つ種として、dideutrino分子を観測
した。Milesは、質量分光学を使用して、過剰な出力生成電解槽（パラジウム陰極およびL
iOD／D20電解質；27.54eVの電気触媒作用カップル）から放出される気体で、低温ろ過さ
れた（cryofiltered）ものを分析した[B．F．BUSH，J．J．LAGOWSKI，M．H．MILES，and 
G．S．OSTROM，「低温融合実験でのD2O電解のヘリウム生成（Helium Production During 
the Electrolysis of D20 in Cold Fusion Experiments）」，J．Electroanal．Chem 304
，271（1991）；M．H．MILES，B．F．BUSH，G．S．OSTROM，and J．J．LAGOWSKI，「低温
融合実験での熱とヘリウム生成（Heat and Helium Production in Cold Fusion Experime
nts）」，Proc. Conf. The Science of Cold Fusion，Como，Italy，June 29－July 4，1
991，P．363，T．BRESSANI，E.DELGIUDICE，and G．PREPARATA，Eds．，SIF（1991）；M
．H．MILES，R．A．HOLLINS，B．F．BUSH，J．J．LAGOWSKI，and R．E．J．MILES，「パ
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ラジウム陰極を使用したD2O　と　H2O電解の過剰熱とヘリウム生成の相関（Correlation 
of Excess Power and Helium Production During D20 and H20 Electrolysis Using Pa11
adium Cathodes）」，J．Electroanal．mem．，346，99（1993）；M．H．MILES and B．F
．BUSH，「パラジウム陰極を使用したD2O電解の過剰熱とヘリウム生成の異常効果の探究
（Search for Anomalous Effects Involving Excess Power and Helium During D2O Elec
trolysis Using Palladium Cathodes）」，Proc．3rd Int．Conf．Cold Fusion，Nagoya
，Japan，October　21－25，1992，P 189]。
【０１９９】
　片面が水素不浸透性金屑で、もう一方の面の表面が酸化コート（MnOx、AlOx、SiOx）で
被覆されたパラジウムシートは、NTT実験室で装荷される重水素か水素だった。混合酸化
物コート（Pd／O2電気触媒作用カップル）が存在する時にだけ、軽／重水素から熱が観測
された。重水素（99.9％）装荷MnOx被覆パラジウムシートに電流が適用された時放出され
る気体を、高精度（．001AMU）の四極子（quadrapole）質量分光器によって分析すると、
Mills他がdideutrino分子、D2（n＝1／2）に割り当てた、D2ピークの大きな肩の存在が示
唆される[E．YAMAGUCHI and T．MSHIOKA「重水素化パラジウムの核融合反応の直接証拠（
Direct Evidence for Nuclear Fusion Reactions in Deuterated Palladium）」，Proc．
3rd Int．Conf．CoId Fusion，Nagoya，Japan，October21－25，1992，P．179；E．YAMAG
UCHI and T．NISHIOKA，「低エネルギーでの重水素化パラジウムからのヘリウム-4の生成
（Helium－4 Production from Deuterated Palladium at Low Energies）」，NTT Basic 
Research Laboratories and IMRA Europe S．A．，Personal Communication（1992）]。
【０２００】
（例３）
　ペンシルバニア州立大学で、ストロンチウム酸化ニオブ（Nb3＋/Sr2＋電気触媒作用カ
ップル）を含むニッケル酸化粉が存在する際の、流動する水素からの過剰な熱放出が、正
確で信頼できる熱測定法によって測定された。この方法とは、電気出力信号への熱の熱電
堆変換である[Phillips，J.「水素とサンプルPSU＃1Aの反応の熱量測定的研究（Calorime
tric Investigation of the Reaction of Hydrogen with Sample PSU＃1）」，September
 11，1994，機密レポートが右に提出され右より提供：Hydro Catalysis Power Corporati
on，Great valley Corporate Center，41 Great Valley Parkway，Malvern，PA19355]。
触媒上を流動し高まる流動速度で増加する水素と共に、過剰な出力と熱が観測された。し
かし、触媒／ニッケル酸化混合物上を流動するヘリウムか、単独のニッケル酸化上を流動
する水素と共には、過剰出力は全く観測されなかった。図９に示されているように、約10
ccのストロンチウム酸化ニオブを含む酸化ニッケル粉は、直ちに523○Kで0.55Wの定常状
態出力パワーを生成した。気体を水素からヘリウムに切替えると、出力は直ちに低下した
。再び水素に切替えると、過剰な出力パワーは回復し、約４万秒時点で水素源シリンダが
空になるまで増加し続けた。水素流が全くなくなると、出力パワーが０に落下した。
【０２０１】
　熱源は電気触媒作用、放熱反応に割り当てられ、これによって水素原子の電子は従来の
「基底状態」未満の量子化されたエネルギーレベルに遷移するよう誘導される。これらの
より低エネルギー状態は、分数量子数に相当する：n＝1／2、1／3、1／4・・・。27.2eV
のエネルギーシンクを供給する、対のニオブとストロンチウムイオン（Nb3＋／Sr2＋電気
触媒作用カップル）が存在する時、これらのより低エネルギー状態への遷移が誘導される
。
【０２０２】
（例４）
　「暗黒恒星間媒体からのHydrinosのスペクトルデータ（Spectral Data of Hydrinos fr
om the Dark Interstellar Medium）」、およびMillsの「太陽の節[Mills，R.,「正統量
子力学の総括統一論（The Grand Unified Theory of Classical Quantum Mechanics）」
（1995），Technomic Pblishing Company，Lancaster，PA]の記事に、分数量子エネルギ
ー準位－hydrino一における、暗黒物質と太陽からの軟X線の放出による水素原子の実験的
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な同定が記述されている；そして、以下の問題に解明を提供している：太陽中性微子問題
、太陽コロナの温度の問題、水素911.8線を広げる問題、「放出ゾーン」から「対流ゾー
ン」への推移温度の問題、低温一酸化炭素雲の問題、星時代問題、太陽の自転問題、太陽
フレア問題、および水素惑星のイオン化エネルギー源の問題。また、分数量子エネルギー
レベル－hydrino－内の、水素原子の実験的な同定を記述している。これは、COBEによっ
て得られたスピン／核超微細構造遷移エネルギーによるもので、他には満足のいく帰属が
存在しない。
【０２０３】
（概要）
　Millsの表1[Mills，R．，「正統量子力学の総括統一論（The Grand Unified Theory of
 Classical Quantum Mechanics）」（1995），Technomic Publishing Company、Lancaste
r，PA]に示されているように、Millsの理論から予測される、分数量子数に相当する「基
底」状態未満の電子エネルギー準位への水素遷移は、恒星間空間の極紫外のバックグラウ
ンドのスペクトル線と釣り合う。また、水素不均化反応は、イオン化水素、エネルギーに
満ちた電子、および水素電離放射線を発生する。この帰属は、暗黒物質のアイデンティテ
ィの逆説を解明し、次のような多くの天体観測を説明付ける：拡散Hα放出が銀河中に偏
在し、912Åよりも短い広範囲に渡る光流源が必要である[Labov，S．，Bowyer，S．，「
極紫外バックグラウンドのスペクトル観測（Spectral Observations of the extreme Ult
raviolet background）」，「天文物理学ジャーナル（Astrophysical Journal）」，371
，（1991），PP．810－819]。
【０２０４】
　hydrino－H（n＝1／8）への低下－の更なる実験的な同定は、暗黒恒星間の媒体の軟X線
放出に関する、Millsによる他の説明に見られる。この軟X線放出は、カリフォルニア州立
大学バークレー校の極紫外センター（Extreme UV Center）のLabovおよびBowyer[S．Labo
v and S．Bowyer，「天文物理学ジャーナル（Astrophysical Journal）」，371（1991）8
10]によって観測された。実験的なスペクトルと提案された遷移での予測されるエネルギ
ー値は、顕著に一致する。
【０２０５】
　ppチェーンによる太陽熱エネルギー出力を説明するための、太陽熱中性微子の不足の逆
説は、太陽出熱の大部分をより低エネルギー水素への遷移に割り当てることによって解決
される。太陽の光球は6000Kである；ところが、放出されたX線を、高度にイオン化された
重要素に割り当てることに基づくと、コロナの温度は106K以上である。光球の温度と相対
的なコロナの過剰温度を説明付ける、既知の出力伝達メカニズムで満足できるものはない
。逆説は、コロナと関連する電源の存在によって解決される。コロナを106K以上の温度で
維持するエネルギーは、方程式（13－15）で与えられる、より低エネルギー水素の不均化
反応によって放出されるものである。Millsの表2で、初期のより低エネルギー状態量子数
pと半径αＨ/pを持つhydrino原子から、初期のより低エネルギー状態量子数m、初期の半
径αＨ／m、および最終的な半径、αＨを持つhydrino原子によって触媒作用を受けた、よ
り低エネルギー状態量子数、（p＋m）と半径、αＨ／(p＋m)を持つ状態への遷移によって
放出されたエネルギーは、1→1／2H遷移から1／9→1／10H遷移へのエネルギーの連続した
順番で与えられる。計算された値と実験的なものとは、顕著に一致する。更に、表2の線
の多くは、先の帰属が全くないか、満足できないものだった[Thomas，R．J．，Neupert，
W．，M．，「天文物理学ジャーナル増刊号（Astrophysical Journal Supplement Series
）」，Vol．91，（1994），PP．46-482；Malinovsky，M．，Heroux，L．，「天文物理学
ジャーナル（Astrophysical Journal）」，Vol．181，（1973），PP．1009－1030；Noyes
，R．，「太陽、我々の星（The Sun，Our Star）」，Harvard University Press，Cambri
dge，MA（1982），P.172；Phillips，J．H．，「太陽の手引き書（Guide to the Sun）」
，Cambridge University Press，Cambridge，Great Britain，（1992），pp．118－119；
120－121；144－145]。計算された出力、４×1026Wは、観測された出力パワー、４×1026

Wと釣り合う。
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【０２０６】
　太陽のHI911.8Å線の広がり（911.8Å to ＝600Å）は、HI911.8Å連続
体が発生する光球表面（T＝6,000K）の熱電子エネルギーに基づくもの、およびヘリウム
連続体、HeI504.3Å(HeI504.3Å to ＝530Å)と、HeII227.9Å（HeII227.9Åto ＝225Å
）の相対的な幅に基づいて予測されるものの6倍である[Thomas，R.J., Neupert, W．，M
．，「天文物理学ジャーナル増刊号（Astrophysical Journal Supplement Series）」，V
ol．91，（1994），PP．461－482；Stix，M.,「太陽（The Sun）」，Springer－Verlag，
Berlin，（1991），PP．351－356；Malinovsky，M．，Heroux，L．，「天文物理学ジャー
ナル（Astrophysical Journal）」，Vol．181，（1973），PP．1009一1030；Noyes，R．
，「太陽、我々の星（The Sun，Our Star）」，Harvard University Press，Cambridge，
MA，（1982），P．172；Phillips，J．H．，「太陽の手引き書（Guide to the Sun）」，
Cambridge   University Press，Cambridge，Great Britain，（1992），PP．118－119; 
120－121；144－145]。後者の線は、比例してはるかに狭い；しかし、遷移がよりエネル
ギーを有するので、対応する起源温度はより高い。更に、H911.8の紅炎スペクトルの連続
体線は、静かな太陽スペクトルの同じ線の約1／2の幅である。しかし、温度は紅炎で10,0
00Kより高くなる。より高エネルギーへの水素の連続体線の過剰広がりという、異常スペ
クトルの特徴的問題は、反応体としての水素原子に関連がある、エネルギーを有する不均
化反応への広がりメカニズムの帰属によって、解決できる。
【０２０７】
　反応生成物、より低エネルギー水素は、太陽の中心に向かって拡散される時、「再イオ
ン」化される。温度２×106Kでの音速と半径0．7太陽半径、0．7Rsでの「放出層」から「
対流層」への遷移速度の突然の変化は、より低エネルギー水素の電離温度と釣り合う。
　他の分光学的神秘は、4.7μmの波長での彩層の赤外吸収帯に関連している。この波長は
、以前は一酸化炭素に割り当てられた。しかし、一酸化炭素が構成要素の炭素と酸素原子
に分裂する温度より高温の観測領域では、その存在が信じ難かった。より低エネルギー水
素の分子イオンの回転遷移によって広げられた温度に、広い4.7μmの特徴を割り当てるこ
とによって、この問題を解決できる。4.7μm吸収線の、J＝0からJ＝1のHx2［2C －3α0］
＋の回転遷移への割り当ては、低温一酸化炭素雲の問題に解決を提供する。
【０２０８】
　星の進化のし方をモデルすると、宇宙の年齢より上の年齢が推定される星もある。Mill
sの理論によると、収縮期に星の進化が起きたように、現在の拡大への経過時間よりも年
齢が上の星が存在すると予測される。
　一般相対論は、現行の太陽モデルとhelioseismology（太陽表面の振動から、太陽内部
の情報を得る学問）のデータに一致する、核の角運動量の損失という問題に解決を提供す
る。拡大する空間時間メカニズムへの光子運動量の伝達は、ゆっくりと回転する太陽核の
太陽の自転問題に解決を提供する。
　更なる星の不均化反応の証拠は、A星と呼ばれる若い星による極紫外線の放出である。
たとえ天文学者には、そのような星がこれらの領域を加熱する能力を欠くと信じられてい
るとしても、これらの星は、エネルギーを有し紫外線を放出する高層大気、つまりコロナ
を持つと思われる。
【０２０９】
　多数の晩期型の星（特にdM星）は、可視X線波長で時々フレアを生じることが知られて
いる。Extreme Ultraviolet Explorer（EUVE）Deep Survey望遠鏡によって、極度に著し
いフレアが星AU Microscopii上に、無活動時よりも20倍大きな総計で観測された[Bowyer
，S.,「科学（Science）」，Vol．263，（1994），pp．55－59]。満足できる帰属のない
、極紫外の輝線が観測された。これらのスペクトル線は、Millsの表3に示された分数量子
数に相当する、「基底」状態未満の電子エネルギー準位への水素遷移と釣り合う。より低
エネルギーの水素遷移に割り当てられた線は、フレア活動の強度を著しく増加した。この
データは、太陽のフレアを生じる活動メカニズムとして、より低エネルギー水素の不均化
反応と一致する。
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【０２１０】
　惑星の不均化反応の証拠として、木星、土星、および天王星による、太陽から吸収され
る量以上のエネルギーの放出がある。木星は気体水素の巨大な球である。土星と天王星も
また、大量な水素を含む。H+3は、赤外放出分光学によって、3個の惑星全てから検出され
る[J．Tennyson，「物理学の世界（Physics－World）」，July，（1995），PP.33－36]。
水素の不均化反応は、電離電子、エネルギー、およびイオン化水素原子をもたらす。電離
電子と陽子は、両方とも分子水素と反応して、H+3を生成できる。
　より低エネルギーの水素のスピン／核超微細構造遷移エネルギーは、COBEによって得ら
れるある種のスペクトル線と密接に釣り合う［E，L．Wright，et．al.,「天文物理学ジャ
ーナル（Astrophysical Journal）」，381，（1991），PP．200-209；J．C．Mather，et
．al．，「天文物理学ジャーナル（Astrophysical Journal）」，420，（1994），PP．43
9－444］。これには、他に満足できる帰属が存在しない。
【０２１１】
（例５）
　ペンシルバニア州立大学で、イオン水素のあふれ出し触媒作用物質が存在する時の、流
動する水素からの過剰な熱放出が測定された：重量比5％の1％－Pd-on－黒鉛炭素を持つ
黒鉛炭素粉（K＋／K＋電気触媒作用カップル）の重量比40％の硝酸カリウム（KNO3）の正
確で信頼できる熱測定法による、電気出力信号への熱の熱電堆変換[Phillips，J．，Shim
，H．，「K/CarbonとPd/Carbonの物理的混合物からの異常熱の付加的熱量測定の例（Addi
tional Calorimetric Examples of Anomalous Heat from Physical Mixtures of K/Carbo
n and Pd／Carbon）」，January l，1996，機密レポートが右に提出され、右より提供：H
ydro Catalysis Power Corporation，Great Valley Corporate Center，41 Great Valley
 Parkway，Malvern，PA19355]。過剰な出力と熱は、触媒上を流動する水素と共に観測さ
れた。しかし、触媒混合物上を流動するヘリウムと共には、過剰出力は全く観測されなか
った。熱生成率は、再現可能に観測され、セルに入る全ての水素の水への変換から予測さ
れたものよりも高かった。また観測された総エネルギーは、「既知の」化学反応から、セ
ル内の全ての触媒作用物質が最低のエネルギー状態に変換されるとして、予測されたもの
の4倍よりも大きかった。こうして、従来の化学では説明できない「異常」熱、つまりマ
グニチュードと継続時間を持つ熱が再現可能に観測された。
【０２１２】
（例６）
　エネルギー孔の気体の源を持つ加圧気体エネルギーセルからの過剰な熱が、Hydro Cata
lysis Power Corporationによって観測された[原稿進行中]。その際、モリブデンヨウ化
物（MoI2）（Mo2＋電気触媒作用イオン）に低圧水素が存在し、210℃のセル運転温度で揮
発した。熱量計は、セルの周囲温度を運転温度に維持する、大きい対流オーブンの中に置
かれた。セルは、2インチの厚さの成型セラミック断熱材に囲まれた、40ccステンレス圧
容器で構成されている。セルは、2つ穴Buffalo腺のある真空のきついフランジで封をされ
た。このBuffalo腺は、タングステンワイヤが分子水素を解離するため、またType K熱電
対のせん孔、および水素供給源と接続した1／4インチステンレス管に接続された、水素の
ための1／16インチの人口を供給する。フランジは、銅ガスケットで封をされる。容器の
底には、ステンレス管に接続された1／4インチの真空ポートがあり、これにはセル、真空
ポンプ、および真空計の間の弁がある。1グラム以下のMoI2触媒が、容器の中のセラミッ
クの舟形に置かれた。触媒の蒸気圧は、運転温度210℃で約50ミリトルと推定された。約2
00ないし250ミリトルの水素圧は、出口でポンプで排出される量と対比した入口を通る供
給を調整することによって、手動で制御された。出口では、出口管の圧力が真空計でモニ
ターされる。それぞれの試験で、総圧（実験的にはMoI2圧力）は正確に250ミリトルとさ
れた。
【０２１３】
　セル温度とオーブンの周囲温度の差を測定し、その結果を、タングステンフィラメント
によってセル内に出力を適用して発生させた、較正曲線と比較することによって、出力パ
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のMoI2を含む40ccステンレス反応容器から、0.3ワットの過剰出力が観測された。しかし
、セル内にMoI2が全く存在しない時、熱いタングステンワイヤ上にヘリウムが流されたり
、または熱いタングステンワイヤ上に水素が流されても、過剰出力は全く観測されなかっ
た。熱生成率が再現可能に観測され、それは、セル内の全水素の水への変換から予測され
る率よりも高かった。また観測された総エネルギーは、「既知の」化学反応から、セル内
の全触媒作用物質が最低のエネルギー状態に変換されるとして、予測されるものより30倍
以上大きかった。こうして、従来の化学では説明できない「異常」熱、つまりマグニチュ
ードと継続時間を持つ熱が、再現可能に観測された。
【０２１４】
　反応装置の気体の含有量は、質量分析計でモニターされた。熱いフィラメント上に水素
が流される場合、過剰なエネルギーが生成される時、より高い電離質量2種が観測できた
；ところが、セル内にMoI2が全く存在しない時、熱いタングステンワイヤ上に水素が流さ
れる対照試験では、より高い電離質量2種は観測されなかった。より高い電離質量2種は、
dihydrino分子に割り当てられた；
【０２１５】
【数４９】

【図面の簡単な説明】
【０２１６】
【図１】図１は、水素原子の総エネルギー源の概略図である。
【図２】図２は、位置エネルギーの関数としての電子軌道球体のサイズの概略図である。
【図３】図３は、水素分子、H2[2C’=√2a0]、水素分子イオン、H2[2C’=√2a0]

＋　、di
hydrino分子、H*2[2C’=a0/√2]およびdihydrino分子イオン、H2[2C’=a0]

＋の総エネル
ギー源の概略図である。
【図４】図４は、水素型分子、H2[2C=2a0/p]の総エネルギーの関数としてのサイズの概略
図である。
【図５】図５は、発明に従ったエネルギー反応装置の概略図である。
【図６】図６は、この発明に従った電解槽エネルギー反応装置の概略図である。
【図７】図７は、この発明に従った加圧気体エネルギー反応装置の概略図である。
【図８】図８は、発明に従った気体放電エネルギー反応装置の概略図である。
【図９】図９は、ストロンチウム酸化ニオブ（Ｎｂ３＋／Ｓｒ２＋電気触媒作用カップル
）を含む酸化ニッケル粉末が存在する時の、水素流からの過剰熱放出の筋である。これは
、正確で信頼できる熱測定法、電気の出力信号ヘの熱の熱電堆変換による。
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図９】

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月16日(2008.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
気体の水素原子と、正味反応エンタルピーが約27＊（p/2）eV（ここで、ｐは１より大き
い整数である。）の気体の触媒とを含む反応容器を有し、前記水素原子が前記容器内にて
前記触媒と真空中で反応し、それによってエネルギーを放出し、結合エネルギーが約Eb＝
13.6/n２eV（ここで，ｎは分子が１、分母が１より大きい整数である分数。）の水素原子
を作り出すことを含む水素原子よりエネルギーを抽出するためのセル。
【請求項２】
前記セルは、下記式：
m×27.21eV+H［a

H/m′］+H［a
H /p］→H++e-+H［a

H/(p+m)］+
［（p+m）2－p2－(m′2-2m)］×13.6eV
　　　　　　　　　　　　H++e-→H［a

H/1］+13.6eV　
　H［a

H/m
′］+H［a

H /p］→H［a
H/1］+H［a

H/(p+m)］+
　［2pm+m2－m′2］×13.6eV +13.6eV
（ここで、ｍとｐは０ではない正の整数、ｍ′は１より大きい整数、そしてa

Hはボーア半
径である。）によって規定される反応を維持することを含む、請求項１のセル。
【請求項３】
前記気体の水素原子は、水素原子を含む分子と、前記分子を解離して水素原子を産するた
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めの第二の触媒との反応によってセル内に形成される請求項１のセル。
【請求項４】
前記気体の触媒は、加熱された際に、昇華、沸騰、または揮発するものである、請求項１
のセル。
【請求項５】
前記気体の触媒はルビジウム塩、またはカリウム塩より形成されることを特徴とする請求
項１のセル。
【請求項６】
前記カリウム塩は、KF，KCI，KBr，KI，K2S2，KOH，K2SO4，K2CO3，K2PO4及びK2GeF4から
成る群から選択される請求項５のセル。
【請求項７】
前記気体の触媒は、前記気体の触媒が加熱された際に０より大きい蒸気圧を有する陽イオ
ンを含み、前記陽イオンは、（K+），(Rb+)，(Mo2+)及び(Ti2+)から成る群から選択され
る、請求項１のセル。
【請求項８】
前記気体の触媒は、前記気体の触媒が加熱された際に０より大きい蒸気圧を有する陽イオ
ン対を含み、前記陽イオン対は、(Sn4+，Si4+)，(Pr3+，Ca2+)，(Sr2+，Cr2+)，(Cr3+，T
b3+)，(Sb3+，Co2+)，(Bi3+，Ni2+)，(Pd2+，In+)，(La3+，Dy3+)，(La3+，Ho3+)，(K+，
K+)，(V3+，Pd2+)，(Lu3+，Zn2+)，(As3+，Ho3+)，(Mo3+，Sn4+)，(Sb3+，Cd2+)，(Ag2+

，Ag+)，(La3+，Er3+)，(V4+，B3+)，(Fe3+，Ti3+)，(Co2+，Ti+)，(Bi3+，Zn2+)，(As3+

，Dy3+)，(Ho3+，Mg2+)，(K+，Rb+)，(Cr3+，Pr3+)，(Sr2+，Fe2+) (Ni2+，Cu+)，(Sr2+

，Mo2+)，(Y3+，Zr4+)，(Cd2+，Ba2+)，(Ho3+，Pb2+)，(Pd2+，Li+)，(Eu3+，Mg2+)，(Er
3+，Mg2+) (Bi4+，Al3+)，(Ca2+，Sm3+)，(V3+，La3+)，(Gd3+，Cr2+)，(Mn2+，Tl+) (Yb
3+，Fe2+)，(Ni2+，Ag+)，(Zn2+，Yb2+) (Se4+，Sn4+)，(Sb3+，Bi2+)，及び(Eu3+，Pb2+

)から成る群から選択されることを特徴とする請求項１のセル。
【請求項９】
前記容器は、水素分圧を１トルより低く維持する請求項１のセル。
【請求項１０】
前記容器は更に非反応的な気体を含み、そこで前記気体の水素原子と前記気体の触媒との
反応速度を、前記容器内の前記非反応的な気体の量を加減することで制御する請求項１の
セル。
【請求項１１】
更に、前記触媒を選択的に前記容器から解放するための弁を有する請求項１のセル。
【請求項１２】
前記気体の触媒の蒸気分圧が温度で変化する請求項１のセル。
【請求項１３】
更に、前記容器を加熱するための手段を有する請求項１のセル。
【請求項１４】
更に、前記反応容器と連通する触媒貯蔵器を有し、前記触媒貯蔵器は前記気体の触媒或い
は触媒源を含む請求項１のセル。
【請求項１５】
更に、前記触媒を加熱するための手段を有する請求項１４のセル。
【請求項１６】
前記貯蔵器は前記反応容器の外部にある請求項１４のセル。
【請求項１７】
更に、前記貯蔵器から前記容器への前記触媒の流れを制御するための手段を有する請求項
１６のセル。
【請求項１８】
更に、水素原子又は水素原子源を収容するための、前記反応容器と連通するチャンバを有
する請求項１のセル。
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【請求項１９】
更に、前記チャンバから前記容器への水素原子の流れを制御するための手段を有する請求
項１８のセル。
【請求項２０】
前記水素原子源は内燃機関を有する請求項１８のセル。
【請求項２１】
水素からエネルギーを抽出する方法であって、
　約27＊(p/2)eV（ここで、ｐは１より大きい整数である。）の正味反応エンタルピーを
有する気体の触媒を提供する工程；
気体の水素原子を提供する工程；及び、
前記気体の触媒を前記気体の水素原子と反応させ、それによって約Eb＝13.6/n2eV（ここ
で、ｎは分子が１、分母が１より大きい整数である分数。）の結合エネルギーを有する水
素原子を作り出す工程；の各工程を有し、前記反応は真空中でおこる前記エネルギー抽出
方法。
【請求項２２】
前記気体の水素原子は、水素原子を含む分子を解離することによって提供される請求項２
１の方法。
【請求項２３】
気体の水素原子は、水素原子を含む分子と、前記分子を解離して気体相の水素原子を産す
るための触媒とを接触させることによって提供される請求項２１の方法。
【請求項２４】
前記反応が１トルより低い圧力で起こる請求項２１の方法。
【請求項２５】
反応中の気体の水素原子の分圧が１トルより低い請求項２１の方法。
【請求項２６】
前記気体の触媒の蒸気分圧を、前記気体の触媒の温度を変化させることによって制御する
請求項２１の方法。
【請求項２７】
前記反応が大気圧よりも大きい圧力で起こる、請求項２１の方法。
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